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人口　39,504 人 （ー 17 人）

男性　19,014 人 （ー 6 人）

女性　20,490 人 （ー 11 人）

世帯　14,086 世帯　（＋ 8 世帯）

（平成 17 年 11 月１日現在）
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さし で せぎ そ すい

差出堰をみんなの力で「疏水百選」に！

　農林水産省では、「あながた選ぶ『疏水百選』」を実

施しています。この「疏水百選」は、農業のための用

水をテーマとして、多様な役割を果たす「疏水」を国

民全体で保全し、次の世代に継承していくことを目的

としています。

　投票は、１人１回。インターネット、ハガキ、ファ

クスのいずれかですることができます。

　みなさんの力で、「差出堰」を「疏水百選」に選びま

しょう。

■投票方法

　①インターネットでの場合

　www.inakaj in.or. jp/sosui　のトップページにある

投票受付(投票フォームへのジャンプ)からアクセスし

てください。その後は、各ページにある手順に沿って

投票してください。

　②ハガキ、ファクスでの場合

　疏水名に「差出堰」と書き、住所、氏名、投票理由

を記入し、送ります。

■投票締切　12 月 11 日(日)　

　※ハガキ・ファクスでの投票は、12 月９日(金)必着です。

■投票先

　〒 102-0093　東京都千代田区平河町 2-7-4

　砂防会館別館２階　

　全国水土里ネット「疏水百選」実施事務局

　ファクス　03-3234-5670

■問い合わせ

　農林課農林担当(牧丘庁舎)　☎ 35-3111　内線 122

「差出堰」とは

　取水地点直下の温水ため池（ちどり湖）で、二分された用

水の一方は、万力公園を通り、笛吹市を経て甲府市まで約９

㎞を潤す。桃、ぶどうを主とした果樹園地のかんがい用水の

ほか、市街地の防火、維持用水としてなくてはならない地域

用水。水稲の増産時代には、取り入れ直下に温水ため池を建

設したが、今は役目を終え、ちどり湖として釣り場など、憩

いの場所となっている。
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わ
た
し
は
、
未
来
の
山
梨
市
に
は
、
何

年
た
っ
て
も
今
の
ま
ま
の
豊
か
な
自
然

が
残
っ
て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
な
ど
の
大
都
市
は
、
こ
れ
か
ら
も

き
っ
と
日
本
の
文
化
や
政
治
の
中
心
と

し
て
ま
す
ま
す
便
利
に
な
っ
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
す
べ
て
の
場
所
が
東
京
の

よ
う
に
な
る
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
に
は
東
京
の
役
割
が
あ
る
よ
う
に
、

山
梨
県
の
中
の
山
梨
市
に
は
、
東
京
と

は
違
っ
た
役
割
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
山
梨
市
の
今
ま
で
の
良
さ
や
特

徴
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
山
梨
市
の
良
さ
と
は
﹁
自
然
が
豊
か

で
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と
で
す
。
だ
れ
も
が

皆
便
利
で
住
み
や
す
い
こ
と
を
求
め
て

し
ま
っ
た
ら
、
今
わ
た
し
た
ち
の
周
り

に
あ
る
自
然
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の

最
優
秀
賞
受
賞

　﹁
山
梨
市
の
未
来
﹂

　
　
　
山
梨
南
中
学
校
３
年

　
　
　
　
　
　
　
　
風
間  

勇
一
郎で

し
ょ
う
か
。
﹁
便
利
で
住
み
や
す
い

町
﹂
も
あ
れ
ば
、﹁
自
然
が
豊
か
で
心
安

ら
ぐ
町
﹂
も
あ
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
山
梨
市
に
住
む
わ
た
し
た
ち
が
す
る

べ
き
こ
と
は
、
ど
ん
ど
ん
便
利
に
快
適

に
住
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、

今
の
ま
ま
の
美
し
い
自
然
を
未
来
に
残

す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
山
梨
市
の
未
来
が
求
め
る
も
の
。
そ

れ
は
立
ち
並
ぶ
高
層
ビ
ル
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
巨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
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タ
ー
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
は
、

﹁
自
然
﹂
だ
と
思
い
ま
す
。
今
あ
る
山
梨

市
の
自
然
を
守
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　
そ
れ
に
は
、
山
梨
市
に
住
む
わ
た
し

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
た
ち
の
身

の
回
り
に
あ
る
自
然
に
つ
い
て
も
っ
と

関
心
を
持
ち
、
自
然
に
つ
い
て
の
意
識

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
わ

た
し
た
ち
が
便
利
で
快
適
な
生
活
を
求

め
れ
ば
求
め
る
ほ
ど
、
山
梨
市
は
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
高
い

ビ
ル
を
建
て
て
も
、
新
し
い
道
路
が
で

き
て
交
通
の
便
が
よ
く
な
っ
て
も
、
そ

れ
は
山
梨
市
の
﹁
誇
り
﹂
に
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　
山
梨
市
の
本
当
の
﹁
誇
り
﹂
と
は
、
い

ま
わ
た
し
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ

る
こ
の
美
し
い
﹁
自
然
﹂
で
す
。
こ
れ
は
、

山
梨
市
が
何
百
年
も
費
や
し
て
築
い
た

も
の
で
す
。
少
し
便
利
な
生
活
を
し
た

い
か
ら
と
、
そ
の
﹁
誇
り
﹂
を
つ
ぶ
し
て

し
ま
う
よ
う
な
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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時
と
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
そ
の
﹁
誇

り
﹂
を
忘
れ
か
け
て
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
目
の
前
の
快
適
さ
や
便
利
さ
を

求
め
る
余
り
、
い
ま
ま
で
多
く
の
人
が

長
い
間
苦
労
し
て
築
き
上
げ
て
き
た

﹁
自
然
﹂
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

◆最優秀賞おめでとうございます。

　ありがとうございます。

◆受賞が決まったときの気持ちを聞かせてください。

　実は、今回の作文に賞があること、知らなくって(笑)。ある朝、いつもより

ちょっと早く登校したら、先生たちから「おめでとう！」って言われてびっく

り！でも、とてもうれしかった。友達も親も、喜んでくれました。

◆式典での作文発表は緊張した？

　すっごく緊張しました！でも、何とか上手に発表できたと思ってます。

◆今回、山梨市の未来というテーマで、「自然」のことについて書いてますけ

ど、ふだんから自然には関心がありますか？

　これといって強くはないんですけど、今回のテーマを聞いて作文を書こうと

思ったときに最初に浮かびました。

◆「自然」という言葉からまっ先に浮かぶ場所は？

　う〜ん、身の回りにあるもの。たとえば、毎年学校行事で重川の河川清掃を

しているんですけど、河川敷には草花もたくさんあるし、ゴミもほとんど見か

けないんですよね。ずっと今のままであってほしいなと思います。

　あと、山とか。お父さんと登るんですけど。最近ちょっと行ってないんです。

新しい市になって山がたくさんになったので、また登ってみたいです。

◆山梨市の中で、一番お気に入りの景色を教えてください。

　フルーツ公園から見る景色です。競歩大会の練習とか、温泉にとか友達と行

くんですけど、春桃の花が咲く時期の景色が一番好きです。

◆今回は、「市の未来」について書いてもらったけど、風間くん自身の未来は？

　学校の先生になりたいです。小学校の時から、教壇に立っている先生の姿に

憧れていました。自分も子どもたちに授業を教えたり、一緒にクラブ活動をし

たりしたいです。英語が得意なので、英語の先生になれればいいな、と思って

ます。

◆最後に、山梨市の大人の人にひとこと。

　今ある自然を大切にしてほしい。そして、「自然を生かした、自然を残した

まちづくり」をしていってほしいです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月11日、山梨南中学校にて）
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﹁
い
ま
山
梨
市
に
求
め
ら
れ
る
も
の
﹂
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﹂
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。
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﹁
自
然
﹂
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く
の
か
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え

て
ほ
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い
と
思
い
ま
す
。
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「未来の山梨市」優秀作品紹介

ぼくのたいせつなもの

　後屋敷小２年　岡村　翼

　ぼくは、いつも心の中で

大切に思っているものが３

つあります。それは「家族」

と「友だち」と「自然」です。

一緒に住んでいるお父さん

お母さんだけでなく、おばあちゃんやいとこも大切

な家族です。お父さんはキャッチボールの相手に

なってくれ、お母さんはごはんを作ってくれます。

二人とも勉強を教えてくれます。おばあちゃんは畑

で採れた野菜や果物を分けてくれます。いとこはい

ろんな遊びを教えてくれます。みんな自慢したい家

族です。

　いつも「あそぼう！」と声をかけてくれる友だち

も大切です。虫や魚も大好きです。虫たちにも家族

がいます。自然の中にいる家族を見るとやさしい気

持ちになります。自然もまた大きな家族なのです。

　自然がたくさん増えると、みんなの心がやさしく

なります。未来の山梨市は、自然がもっとたくさん

増えて、みんなが優しい気持ちで家族のように暮ら

せるまちであってほしいです。ぼくもがんばります。

優秀賞を受賞した４作品を紹介します。誌面の都合上、内容を要約しています。ご了承ください。

未来の山梨市

　加納岩小５年　竹居のぞみ

　私が想像する未来の山梨市

は、「自然がいっぱいで人と

人とが助け合っているまち」

です。街の中は、体の不自由

な人が動きやすい仕掛けがし

てあり、自転車もじゃまになりません。たばこを販売

するお店が減っています。スーパーの商品は、カロ

リーや添加物などの表示がしてあり、健康への気づか

いがされています。

　畑には新鮮な野菜や果物がいっぱいで、外国からの

輸入品も少なくなっています。絶滅寸前だった花や植

物、昆虫も増えてたくさんになっています。

　そんな山梨市に、日本全国、いや世界中の人たちが

訪れます。観光に行きたい場所の１番が山梨市です。

桃やぶどうなど、おいしいものがたくさんで、みんな

が助け合い、自然もたくさんあるすてきな山梨市には

たくさんの人が集まってきています。

　本当にこんなまちだったら、今よりもっと山梨市が

好きになります。今からこんなまちづくりをしていき

たい、わたしはそのためのお手伝いをしたいです。

山梨市の未来

　笛川中１年　伏見友里

　蝉の声が一層暑さを感じさ
せる昼、赤い夕焼け空に舞う

とんぼ、そして夜は虫たちの

大合唱、自然にあふれる山梨

市が大好きだ。

　世界では今、森林破壊や地球温暖化、空気汚染など

が問題になっている。工事現場を見ると、「山梨市も

大都会になってしまうのかな」と思う。便利さを追求

するあまり、自然がなくなってしまうのは悲しいこと

だ。このまちが「都会的な面と田舎的な面が共存する

まち」となることが私の理想である。

　緑に囲まれて住んでいても、家の周りではホタルを

見ることはない。「ホタルの幼虫を放流」という話題

をみるたび、「自然のホタルが見られるまちになれば

いいな」と思う。一人ひとりがマナーを守り、きれい

な川と空気を作る。そうして、小さな光、小さな生命

が少しずつでも見られるようなまちであってほしい。

　おいしい果物、満天の星空、途切れることなく聞こ

える虫の声……、そんな自然がいっぱいのまちづく

りを山梨市から全国、世界に広げていきたい。

大好きだから

　山梨高校２年　丸山郁美

　小さい頃、豊かな自然の中で

友だちと遊び、学ぶことが大好

きだった。当たり前のように食

べている野菜やお米も、自分の

手で育て上げ、収穫すればとて

もおいしく喜びも大きい。周り

に田や畑がある山梨市だからこそできる体験である。

　そんな中でも一番の楽しみは、夜空に光り輝くたくさん

の星を見ることだ。大きな夜空に数えきれないほど輝く星

は、自然がつくり出した万華鏡のようで、私をとても幸せ

な気持ちにしてくれる。どんなに辛いこと、悲しいことが

あっても、大自然は私を優しく包み込んでくれる。

　自然の中で、遊ぶことの楽しさ、気持ちよさは味わって

みないとわからない。この自然をいつまでも大切にしてい

くには、このまちに住む一人ひとりが「自然を大切にした

い」と思う気持ちが大切だ。みんなが未来について考え

てほしい。

　自然と触れあうことの大切さを将来の子どもたちに伝え

たい。そして子どもたちにも多くのことを自然から学ん

でほしい。だれもが「大好き」と言えるような山梨市、た

くさんの人に幸せを与えてくれる山梨市であってほしい。
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新

山
梨
市

誕
生
記
念
式
典

　
〜
合
併
功
労
者
と
し
て
総
務
大
臣
か
ら
旧
市
町
村
長
に
表
彰
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
15
日
・
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
〜

(写真上から)

総務大臣から表彰を受ける旧市町村長／

受賞者を代表してあいさつする前島旧三

富村長(左)／式辞を述べる中村市長／市

民吹奏楽団による演奏／「山梨市の未

来」作文表彰(左)／優秀賞受賞者を代表

して作文を発表する岡村　翼くん

　
10
月
15
日
、
山
梨
市
で
は
、
新
市
の
誕
生
を

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
祝
お
う
と
、
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
新
﹁
山
梨
市
﹂
誕

生
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
市
民
吹
奏
楽
団
の
華
や
か
な
演
奏
で
幕
を

開
け
た
式
典
で
は
、
合
併
功
労
者
と
し
て
旧

山
梨
市
長
中
村
照
人
氏
、
旧
牧
丘
町
長
廣
瀬

義
一
氏
、
旧
三
富
村
長
前
島
一
彦
氏
の
三
氏

が
、
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
市
の
誕
生
を
記
念
し
て
、
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
募
集
し
た
作
文
﹁
山
梨
市
の

未
来
﹂
の
優
秀
作
品
が
発
表
さ
れ
、
最
優
秀
賞

１
点
、
優
秀
賞
４
点
の
表
彰
、
代
表
作
品
の
朗

読
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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10
月
13
日
、
山
梨
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を

結
ん
で
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ア
イ
オ
ワ
州

の
ス
ー
シ
テ
ィ
市
か
ら
カ
レ
ン
市
長
が
来
日

し
ま
し
た
。

　
今
回
、
山
梨
市
を
訪
れ
た
の
は
カ
レ
ン
市

長
を
含
む
５
人
の
訪
問
団
。
滞
在
し
た
の
は

わ
ず
か
３
日
で
し
た
が
、
新
﹁
山
梨
市
﹂
誕
生

記
念
式
典
や
交
流
パ
ー
テ
ィ
へ
の
出
席
の
ほ

か
、
企
業
や
病
院
、
大
学
な
ど
を
訪
問
し
た

り
、
特
産
の
果
物
狩
り
も
体
験
し
た
り
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
日
川
高
校
で
は
市
長
自
ら
が
教
壇

に
立
ち
、
生
徒
に
授
業
を
教
え
る
な
ど
、
時
間

を
め
い
い
っ
ぱ
い
に
使
い
、
市
民
と
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
明
る
く
に
こ
や
か
で
だ
れ
と
で
も
打
ち
解

け
る
カ
レ
ン
市
長
、
今
回
の
訪
問
で
山
梨
市

に
は
市
長
の
フ
ァ
ン
が
ま
ち
が
い
な
く
増
え

た
よ
う
で
す
。

︻
山
梨
市
の
み
な
さ
ん
、
コ
ン
ニ
チ
ハ
！
︼

ス
ー
シ
テ
ィ
市
っ
て

　
　
　
　
ど
ん
な
ま
ち
？

　　
ス
ー
シ
テ
ィ
︵S

ioux
 C

ity

︶
と
い
う
市

の
名
前
は
、
こ
の
地
方
に
住
ん
で
い
た
ネ

イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
ン
、
ス
ー
族
に
由

来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
の
中
西
部
ア
イ
オ
ワ
州
︵
山

梨
県
と
の
姉
妹
提
携
州
︶
に
位
置
し
、
ミ

ズ
リ
ー
川
沿
岸
で
は
最
北
端
に
位
置
す
る

商
業
都
市
で
、
米
国
中
西
部
で
は
著
し
い

成
長
を
見
せ
て
い
る
ま
ち
で
す
。

　
広
大
な
草
原
が
地
平
線
ま
で
続
く
こ
の

地
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
を
主
と

す
る
大
規
模
農
業
や
畜
産
が
盛
ん
な
地
域

で
、
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
産
業
が
盛
ん
で

す
。
精
肉
会
社
が
い
く
つ
も
あ
り
、
全
米

に
向
け
て
出
荷
し
て
い
る
他
、
日
本
の
精

肉
会
社
と
も
取
り
引
き
を
し
て
い
ま
す
。

化
学
肥
料
会
社
や
蜂
蜜
、
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、
ゼ
ラ
チ
ン
を
製
造
し
て
い
る
会
社
が

代
表
的
な
企
業
で
す
。

　
工
業
も
発
展
し
て
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
会
社
、
農
業
畜
産
物
運
搬
に
使
用
す

る
ト
レ
ー
ラ
ー
を
製
造
す
る
会
社
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ベ
ア
リ
ン
グ
︵
機
械
の
軸
を

受
け
支
え
る
装
置
︶
を
製
造
す
る
日
本
の

会
社
も
進
出
し
て
い
ま
す
。

　
中
西
部
の
人
々
の
持
つ
勤
勉
さ
、
道
徳

の
高
さ
、
そ
し
て
高
い
教
育
水
準
が
こ
れ

ら
の
産
業
を
支
え
て
い
ま
す
。

自らも医療の仕事に携わる市長。山梨厚生病院では、真剣な表情

を見せる一面も。

姉
妹
都
市

ス
ῴ
シ
テ
鍈
市
か
ら

カ
レ
ン
市
長
が
や
ℕ
て
き
た
！

日川高校での授業風景。生徒たちと

一緒に談笑(上)。山梨市の特産物で

あるブドウ園(左)とリンゴ園を訪問。

果物狩りも楽しみました。
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食品製造会社をいくつも抱えるスーシティ市。市内でも

食品製造会社「冨士食品」を訪問。製品を手にポーズ。

式典でスピーチをする市長。式典では、日本の伝統的武道が披露された(左上から居合、空手、柔道、剣道)。

友好の鍵を受け取る中村市長。お礼に市長直筆の掛け軸をプレゼント。
子どもたちの英語劇に飛び入り参加(上)。思い出深い一夜を過ごした

という白龍閣さんのご家族と。

　
山
梨
市
と
ス
ー
シ
テ
ィ
市
の
交
流
は
、
１

９
９
７
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
ス
ー
シ

テ
ィ
市
職
員
が
山
梨
県
の
事
業
﹁
青
年
の
翼
﹂

の
一
員
と
し
て
来
県
し
た
際
に
、
山
梨
市
を

訪
れ
、
格
別
の
好
印
象
を
受
け
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。

　
２
０
０
３
年
11
月
６
日
、
両
市
は
姉
妹
都

市
締
結
の
調
印
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
８
月

に
は
山
梨
市
中
学
生
友
好
訪
米
団
︵
29
名
︶
が

同
市
を
訪
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
日
常
生
活
を
体

験
し
ま
し
た
。
山
梨
市
で
は
、
姉
妹
都
市
締
結

の
調
印
時
に
外
国
語
指
導
助
手
︵
Ａ
Ｌ
Ｔ
︶
と

し
て
メ
リ
ッ
サ
先
生
を
招
き
ま
し
た
。

　
メ
リ
ッ
サ
先
生
は
、
現
在
、
市
内
の
小
学
校

で
、
外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　
10
月
15
日
の
新
市
誕
生
記
念
式
典
に
出
席

し
た
カ
レ
ン
市
長
ら
は
、
日
本
の
伝
統
的
武

道
や
堀
之
内
小
学
校
児
童
に
よ
る
英
語
劇
を

観
賞
。
ま
た
、﹁
両
市
の
永
遠
の
友
好
を
願
っ

て
﹂
と
、
特
注
の
﹁
友
好
の
鍵
﹂
を
中
村
市
長

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
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④作品完成！みなさんどうですか？

友好の記念にスーシティ市の歌を披露する面々。左から通訳のイングラムさ

ん、スーシティ市出身で県内で外国語指導助手をしているジョンソン先生、カ

レン市長、山梨市の外国語指導助手メリッサ先生、スーシティ市にあるモーニ

ングサイト大学の事務責任者ジーンさん、スーシティ市に会社を持ち、両市の

連絡調整をしてくれる須藤さん、スーシティ市の経済開発責任者パティさん。

【山梨市国際交流促進委員会主催　の交流パーティー】カレン市長、

　　　書道に挑戦！の巻

①まずは先生が書くところを見学。

②お手本を見ながら「友」という字

を書きます。

参加者全員で記念撮影(上)。昨年スーシティ市を訪問した子どもたち

が思い出を発表（右）。子どもたちとの１年ぶりの再会に喜ぶカレン

市長(中)。日本語が堪能なイングラムさん。国際交流委員とすぐに打

ち解けて記念撮影(左)。

③隣に中村市長が書き添えて……

　
式
典
終
了
後
、
山
梨
市
民
会
館
に
お

い
て
、
山
梨
市
国
際
交
流
促
進
委
員
会

主
催
の
交
流
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
カ
レ
ン
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ー
シ

テ
ィ
市
か
ら
の
訪
問
団
と
、
ス
ー
シ
テ
ィ

市
出
身
の
外
国
語
指
導
助
手
メ
リ
ッ
サ
先

生
、
同
じ
く
ス
ー
シ
テ
ィ
市
出
身
で
県
内

に
在
住
す
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
さ
ん
な
ど
が
出

席
、
国
際
交
流
促
進
委
員
会
委
員
の
み
な

さ
ん
が
い
ろ
ん
な
趣
向
を
用
意
し
、
暖
か

く
も
て
な
し
ま
し
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
昨
年
８
月
、﹁
山

梨
市
中
学
生
友
好
訪
米
団
﹂
と
し
て

ス
ー
シ
テ
ィ
市
を
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち

が
体
験
談
を
英
語
で
発
表
。
子
ど
も
た

ち
の
ス
ピ
ー
チ
に
感
激
し
た
カ
レ
ン
市

長
が
思
わ
ず
抱
き
着
く
場
面
も
。

　
ま
た
、
国
際
交
流
促
進
委
員
で
書

道
家
で
も
あ
る
武
井
由
美
子
さ
ん
が

書
を
披
露
、
武
井
さ
ん
の
指
導
で
書

道
に
挑
戦
し
た
カ
レ
ン
市
長
の
隣
に

中
村
市
長
が
書
き
添
え
て
、
﹁
友
好
﹂

と
い
う
文
字
が
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
山
梨
市
民
の
暖
か
い
応
対
に
感
激

し
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
訪
問
団
の
み
な

さ
ん
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸
に
、

無
事
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。
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社
会
に
出
て
、
外
国
人
と
接
し
た
と
き
、

﹁
学
生
時
代
に
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
お

け
ば
よ
か
っ
た
⋯
⋯
﹂
と
い
う
経
験
、
だ
れ

に
で
も
あ
り
ま
す
よ
ね
。
英
語
は
、
国
際
語

で
も
あ
り
、
外
国
人
と
話
を
す
る
際
、
と
り

あ
え
ず
英
語
が
話
せ
る
と
、
な
ん
と
か
な
る

こ
と
も
確
か
で
す
。

　
山
梨
市
で
は
、
中
学
生
で
友
好
訪
米
団
を

結
成
し
、
２
年
に
１
度
姉
妹
都
市
の
ス
ー
シ

テ
ィ
市
を
訪
問
し
、
英
語
の
実
戦
学
習
と
し

にこやかに授業を受ける子どもたち。
発音、しっかりできるかな？先生の
発音の仕方、よく見てまねてね。

や
っ
ぱ
り
英
語
は
必
要
だ
！

　
　
　
〜
小
学
校
の
授
業
に
英
語
学
習
を
導
入
〜

て
、
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
体
験
学
習
を
し
て

い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
平
成
15
年
９
月
か
ら
各
小
学
校

で
外
国
語
指
導
助
手(

Ａ
Ｌ
Ｔ)

に
よ
る
英
語

学
習
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
際
化

時
代
を
迎
え
る
中
、
﹁
少
し
で
も
早
い
う
ち

に
英
語
に
ふ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
英
語
に

対
す
る
苦
手
意
識
を
取
り
除
こ
う
﹂
と
い
う

も
の
で
、
今
年
二
学
期
か
ら
は
、
牧
丘
・
三

富
地
域
の
小
学
校
で
も
英
語
の
授
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
外
国
人
と
話
を
し
た
こ

と
が
な
い
と
い
う
子
が
ほ
と
ん
ど
。
﹁
外
国

人
の
先
生
が
来
る
よ
。
﹂
と
い
う
話
に
﹁
や
っ

た
ー
！
﹂
と
第
一
声
。
で
も
、
内
心
﹁
恐
い

先
生
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
？
﹂
と
い
う
不

安
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
二
学
期
に
な
り
、
学
校
を
訪
れ
た
の
は
、

見
る
か
ら
に
や
さ
し
そ
う
な
リ
サ
先
生
。
学

校
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
リ
サ
先

生
は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
子
ど
も
た
ち
の
間

で
は
、
人
気
者
に
。

　
一
方
の
リ
サ
先
生
は
、
﹁
日
本
の
子
ど
も

た
ち
の
イ
メ
ー
ジ
は
と
っ
て
も
ま
じ
め
で
礼

儀
正
し
い
。
授
業
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
⋯
⋯
私
の
描

い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
は
崩
れ
落
ち
ま
し
た
。

と
に
か
く
に
ぎ
や
か
で
う
る
さ
く
っ
て
、
も

う
大
変(
笑)

。
で
も
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち

に
会
え
る
の
は
楽
し
み
で
す
よ
。﹂

　
授
業
は
１
週
間
単
位
で
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生

が
学
校
を
移
動
す
る
形
式
で
行
っ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
は
﹁
早
く
先
生
が
来
な
い
か

今日はカードゲームに挑戦。全ての種類のカードを早く
集めたチームの勝ち。担任の先生も、一緒に授業に参加
しています。もちろん英語で！

な
。﹂
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、
今
で
は
ど
の
授
業
よ
り

も
リ
サ
先
生
の
授
業
が
楽
し
く
、
待
ち
遠
し

く
て
た
ま
ら
な
い
よ
う
す
。
ま
た
、
一
緒
に

授
業
を
す
る
担
任
の
先
生
も
、
学
生
時
代
以

来
と
い
う
英
語
の
授
業
が
と
て
も
懐
か
し
く
、

楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

　
山
梨
市
で
は
、
現
在
、
３
名
の
外
国
語
指

導
助
手
が
12
の
市
立
小
学
校
で
英
語
学
習
を

受
け
持
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
小
学
校
を
卒
業

す
る
と
き
に
は
、
﹁
簡
単
な
あ
い
さ
つ
﹂
や

﹁
道
案
内
が
で
き
る
﹂
こ
と
を
目
標
に
、
こ
れ

か
ら
も
英
語
学
習
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
　
　
︵
10
月
27
日
・
牧
丘
第
二
小
で
取
材
︶
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■
バ
ー
ド
・
ウ
ェ
ー
リ
ス
ホ
ー
フ
ェ
ン
市

　
今
回
の
訪
問
先
は
﹁
ク
ナ
イ
プ
療
法
﹂
の

先
進
地
、
バ
ー
ド
・
ウ
ェ
ー
リ
ス
ホ
ー
フ
ェ

ン
市
。
ク
ナ
イ
プ
療
法
と
は
、
今
か
ら
１
２

０
年
前
、
ド
イ
ツ
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ク
ナ

イ
プ
が
自
ら
の
結
核
治
療
に
独
自
の
冷
水
浴

を
中
心
と
し
た
水
療
法
を
取
り
入
れ
、
完
治

し
た
こ
と
か
ら
あ
み
だ
し
た
自
然
療
法
で
、

そ
の
名
前
を
と
っ
て
、﹁
ク
ナ
イ
プ
療
法
﹂
と

い
わ
れ
て
い
る
。
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
療
法
で
、
根
底
に
あ
る
考
え
方
は
、
患

者
自
身
が
自
然
の
中
に
身
を
お
い
て
自
然
の

恵
み
を
受
け
な
が
ら
保
養
す
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
れ
が
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
語
の
バ
ー
ド
は
浴
場
を
意
味
し
、

地
名
の
場
合
は
水
浴
や
温
泉
治
療
を
行
な
う

保
養
地
を
表
す
。
こ
の
地
は
、
バ
イ
エ
ル
ン

州
の
主
な
保
養
地
の
１
つ
で
、
市
に
は
保
養

課
が
あ
る
。
か
つ
て
の
田
園
農
地
や
郊
外
の

森
林
、
公
園
な
ど
の
身
近
な
自
然
環
境
を
そ

の
ま
ま
保
養
環
境
と
し
て
活
用
し
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。
州
都
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
か
ら

は
、
ド
イ
ツ
鉄
道
で
約
１
時
間
。
市
の
人
口

は
１
万
５
千
人
ほ
ど
だ
が
、
年
間
延
べ
に
し

て
約
百
万
人
の
滞
在
客
が
訪
れ
る
。
バ
イ
エ

ル
ン
州
の
南
西
部
に
位
置
し
、
市
全
体
が
ク

ナ
イ
プ
療
法
を
柱
と
し
た
﹁
森
林
保
養
所
﹂

と
い
え
る
。

　
標
高
６
６
０
メ
ー
ト
ル
の
高
原
に
位
置

し
、
温
度
が
低
く
夏
も
冷
涼
で
あ
る
が
、
年

間
を
と
お
し
て
気
候
は
お
だ
や
か
で
、
ま

た
、
起
伏
も
穏
や
か
で
あ
る
。
内
科
、
外
科

双
方
の
疾
患
の
保
養
地
と
し
て
条
件
が
整
っ

て
い
る
。
こ
の
市
で
は
、
も
と
も
と
来
訪
者

の
た
め
の
森
づ
く
り
で
は
な
く
、
地
域
住
民

の
健
康
を
守
る
森
と
し
て
維
持
管
理
さ
れ
て

い
た
が
、
現
在
、
森
林
療
法
は
市
の
主
要
産

業
と
な
っ
て
い
て
、
市
の
年
間
の
収
支
の
約

６
割
〜
７
割
が
こ
の
保
養
地
経
営
に
充
て
ら

れ
て
い
る
。

■
ク
ナ
イ
プ
療
法
に
つ
い
て

　
宿
泊
地
で
あ
る
ホ
テ
ル
で
ク
ナ
イ
プ
療
養

所
長
よ
り
ク
ナ
イ
プ
療
法
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
た
。

　
こ
の
療
法
は
、
社
会
保
険
が
適
用
さ
れ
、

療
法
を
実
践
す
る
ク
ナ
イ
プ
医
師
は
、
医
師

の
資
格
と
他
に
ク
ナ
イ
プ
療
法
の
資
格
が
必

要
と
さ
れ
る
。
ク
ナ
イ
プ
療
法
は
ド
イ
ツ
全

土
に
普
及
し
て
お
り
、
そ
の
適
用
地
と
し
て

は
、
保
養
地
に
適
し
た
人
が
心
地
よ
い
と
感

じ
る
気
候
条
件
、
自
然
、
森
林
と
、
保
養
施

設
医
療
ス
タ
ッ
フ
そ
し
て
、
物
理
的
、
医
学

的
な
デ
ー
タ
︱
の
集
積
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
療
法
の
目
的
は
、
人
間
の
も
つ
自
然

治
癒
力
を
引
き
出
す
療
法
で
あ
り
、
東
洋
医

学
的
な
発
想
で
あ
る
。
治
療
の
柱
は
５
つ

あ
っ
て
、
療
法
を
受
け
る
人
に
よ
っ
て
組
み

合
わ
せ
る
。
ク
ナ
イ
プ
療
法
の
根
幹
と
な
る

温
水
浴
を
利
用
し
た
﹁
水
療
法
﹂
、
森
林
内
や

郊
外
の
自
然
環
境
内
に
設
け
ら
れ
た
散
策
路

を
歩
い
た
り
ジ
ョ
キ
ン
グ
し
た
り
、
あ
る
い

は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
体
操
な
ど
軽
く
て
、
持

久
性
の
あ
る
運
動
を
行
な
う
﹁
運
動
療
法
﹂
、

薬
草
な
ど
を
用
い
る
﹁
植
物
療
法
﹂
、
肉
類
、

ア
ル
コ
ー
ル
類
や
人
工
加
工
添
加
物
を
控
え

る
﹁
食
事
療
法
﹂、
日
差
し
を
浴
び
体
内
時
計

を
調
整
し
た
り
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
リ
ズ

ム
を
整
え
た
り
す
る
﹁
秩
序
療
法
﹂
で
あ
る
。

　
現
在
、
ク
ナ
イ
プ
療
法
の
対
象
は
、
心
臓
・

　
　
ド
イ
ツ
﹁
森
林
セ
ラ
ピ
ー
﹂
と

　
　
　
　
　﹁
環
境
問
題
﹂
視
察
調
査
報
告
　
そ
の
１
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　︿
森
林
セ
ラ
ピ
ー
視
察
調
査
編
﹀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
市
観
光
課
　
石
場
　
正
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
中
村
市
長
を
団
長
と
す
る
視
察
調
査
団
は
、
10
月
16
日
か
ら
23
日
ま
で
の
間
、
ド
イ
ツ

連
邦
共
和
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
新
市
の
森
林
活
用
策
や
三
富
川
浦
お
よ
び
万
力
林
の

﹁
森
林
セ
ラ
ピ
ー
﹂
の
推
進
と
、
環
境
問
題
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
有
効
な
取
り
組
み
を

学
ぶ
た
め
で
す
。
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
て
実
施
し
た
今
回
の
視
察
調
査
の
内
容
を

報
告
し
ま
す
。

森林セラピーの先進地、ドイツを歩く

バード・ウェーリスホーフェン市庁舎市長室前にて。

左から金子誉山梨労働衛生センター所長、中村市長、

ホレチェック市長、鈴木嘉彦山梨大学工学部長、観光

課石場(本人)、環境課深沢リーダー。
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呼
吸
循
環
器
系
・
神
経
症
・
リ
ウ
マ
チ
・
消

化
器
障
害
・
不
眠
症
・
身
体
各
部
の
リ
ハ
ビ

リ
・
慢
性
疾
患
や
ス
ト
レ
ス
に
関
わ
る
病
気

な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。

■
ク
ナ
イ
プ
療
法
体
験

　
市
内
の
散
策
コ
ー
ス
は
、
歩
行
距
離
や
高

低
差
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
難
易
度
が
７

段
階
に
分
か
れ
て
い
て
、
医
師
は
、
患
者
の

疾
患
の
程
度
や
そ
の
他
の
療
法
と
の
バ
ラ
ン

と
広
葉
樹
の
２
タ
イ
プ
が
あ
る
。
市
内
の
散

策
路
の
企
画
・
運
営
・
案
内
や
指
導
は
、
市

の
保
養
課
と
ク
ナ
イ
プ
医
師
連
盟
そ
し
て
、

地
元
の
管
轄
営
林
署
が
協
力
し
て
あ
た
る
。

　
今
回
、
私
た
ち
は
市
造
園
局
職
員
に
市
有

林
１
４
０
㌶
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
散
策

路
は
12
㎞
の
平
坦
な
道
、
人
工
林
で
樹
齢
50

年
の
ド
イ
ツ
ト
ウ
ヒ
や
ブ
ナ
が
中
心
で
、

松
、
ナ
ラ
、
カ
エ
デ
が
少
々
。
樹
木
の
種
類

は
少
な
か
っ
た
が
、
広
大
な
森
林
の
た
め
散

策
路
も
平
坦
で
は
あ
る
が
工
夫
が
な
さ
れ
、

散
策
者
の
位
置
が
わ
か
る
ベ
ン
チ
へ
の
記
号

な
ど
安
全
対
策
も
さ
れ
て
い
た
。
歩
道
に

は
、
感
触
材
料
と
し
て
こ
の
地
の
森
林
か
ら

出
た
廃
材
を
チ
ッ
プ
化
し
た
も
の
や
、
そ
れ

を
さ
ら
に
蒸
し
て
や
わ
ら
か
く
し
た
も
の
が

使
わ
れ
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
国
で
は
99
％
が
人
工
林
で
、
自
然

林
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
公
園
内
に

は
、
１
０
０
０
個
の
ベ
ン
チ
と
３
０
０
０
基

の
標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
文
字
が
消
え

て
い
る
も
の
は
な
く
、
維
持
管
理
が
行
き
届

い
て
い
た
。
風
致
間
伐
な
ど
の
特
別
な
施
業

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
普
通
の
森
を
適
切
に
管

理
し
な
が
ら
保
養
客
に
提
供
し
て
い
る
。

　
市
の
す
べ
て
の
森
林
は
公
有
私
有
林
の
区

別
が
な
く
﹁
保
健
休
養
林
﹂
と
し
て
定
め
ら

れ
、
保
養
客
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
る
。

バ
イ
エ
ル
ン
州
に
は
、
こ
れ
ま
で
も
ミ
ュ
ン

ヘ
ン
な
ど
の
都
市
郊
外
に
保
健
休
養
林
と
称

す
る
森
林
は
あ
っ
た
が
、
保
養
目
的
を
第
１

と
す
る
森
林
が
き
ち
ん
と
法
制
定
さ
れ
て
い

た
の
は
バ
ー
ド
・
ウ
エ
ー
リ
ス
フ
ォ
ー
フ
ェ

ン
市
が
は
じ
め
て
。
こ
れ
は
、
こ
の
地
に
お

け
る
長
年
の
ク
ナ
イ
プ
療
法
散
策
と
保
養
地

経
営
に
対
し
て
森
林
行
政
側
が
出
し
た
一
つ

の
施
策
と
い
え
る
。

　
散
策
コ
ー
ス
は
、
従
来
集
落
間
の
行
き
来

や
狩
猟
用
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
た
地
元
の
農

道
、
い
わ
ゆ
る
日
本
で
い
う
里
山
の
中
の
道

を
工
夫
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
風
雨
で
土
砂

が
流
れ
る
た
め
、
毎
日
循
環
や
点
検
を
繰
り

返
え
し
て
行
っ
て
い
る
。
散
策
路
の
整
備
や

保
養
を
目
的
と
し
た
緑
化
の
費
用
は
、
保
養

客
か
ら
一
律
に
徴
収
す
る
保
養
税
が
充
て
ら

れ
て
い
る
。
保
養
税
は
宿
泊
代
に
含
ま
れ
て

い
る
。

　
﹁
呼
吸
体
操
つ
き
散
策
﹂
と
呼
ば
れ
40
分

歩
い
た
ら
20
分
の
呼
吸
体
操
を
行
う
。
呼
吸

体
操
と
は
、
特
定
の
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
、
身

体
を
静
止
し
た
り
動
か
し
た
り
と
﹁
静
﹂
と

﹁
動
﹂
を
組
み
合
わ
せ
た
体
操
で
、
日
本
の
ラ

ジ
オ
体
操
よ
り
中
国
の
対
極
拳
に
似
て
い
る

と
い
わ
れ
る
。
こ
の
体
操
に
よ
っ
て
、
肺
を

森
林
の
清
澄
な
空
気
で
洗
浄
し
た
り
、
新
陳

代
謝
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。

　
講
師
に
は
、
ク
ナ
イ
プ
療
法
士
か
ク
ナ
イ

プ
医
師
が
あ
た
る
。
ク
ナ
イ
プ
療
法
士
は
、

作
業
療
法
士
資
格
の
一
種
で
あ
り
、
ク
ナ
イ

プ
医
師
は
、
通
常
の
医
師
免
許
取
得
を
基
礎

条
件
と
し
て
い
る
。
現
在
市
内
に
は
、
ク
ナ

イ
プ
医
師
、
ク
ナ
イ
プ
療
法
士
が
30
人
登
録

さ
れ
て
い
る
。

　
我
が
国
に
は
、
ク
ナ
イ
プ
医
師
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
が
未
だ
お
ら
ず
、
日
本
人
医

師
の
出
現
を
待
ち
わ
び
て
い
た
。
そ
ん
な
中

で
の
山
梨
労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
金
子
誉

ス
を
考
え
な
が
ら
コ
ー
ス
を
選
び
、
歩
く
時

間
や
速
度
な
ど
に
つ
い
て
の
処
方
を
与
え
る
。

　
距
離
は
２
〜
10
㎞
、
高
低
差
は
10
〜
50
ｍ

前
後
。
ひ
た
す
ら
運
動
の
た
め
に
歩
く
の
で

は
な
く
、
散
策
者
が
目
標
を
も
っ
て
歩
け
る

よ
う
市
内
の
名
所
旧
跡
を
使
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
始
点
と
終
点
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
散
策
路
に
は
、
標
識
や
看
板
、
案
内
図

が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
道
に
迷
う
心
配

も
な
い
。

　
こ
の
地
の
散
策
を
含
む
森
林
は
、
針
葉
樹

市造園局職員の案内で森を散策。森の中の平坦な道がどこまでも続く。森の中にある

標識。文字の他にわかりやすいよう絵が描かれている(右)。水療法を体験する市長(左)。
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医
師
の
今
回
の
視
察
は
意
味
深
い
も
の
と

な
っ
た
。

　■
保
養
地
と
保
養
客

　
市
で
は
、
滞
在
客
が
効
果
的
な
保
養
を
行

な
う
た
め
、
市
の
条
例
で
許
可
車
を
除
き
、

ホ
テ
ル
や
民
宿
の
あ
る
市
街
地
に
乗
り
入
れ

を
禁
止
し
て
い
る
。
ま
た
、
保
養
に
と
っ
て

緑
が
重
要
と
考
え
、
条
例
に
よ
り
市
内
の
樹

木
は
個
人
の
庭
木
で
あ
っ
て
も
１
ｍ
以
上
の

高
さ
の
も
の
は
、
原
則
的
に
伐
採
を
禁
止
し

て
い
る
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
平
行
し

た
総
合
緑
化
景
観
計
画
な
ど
が
制
定
さ
れ
て

い
る
。

　
市
内
の
家
先
に
は
あ
ざ
や
か
な
花
が
あ
ふ

れ
、
ま
ち
ご
と
美
し
い
環
境
に
囲
ま
れ
て
い

る
。
商
店
や
銀
行
、
病
院
の
看
板
が
実
に
さ

さ
や
か
で
あ
り
、
30
〜
50
㎝
の
セ
ン
ス
の
良

い
標
識
が
た
だ
一
枚
掲
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。
ま
し
て
派
手
な
電
飾
サ
イ
ン
は
な

く
、
大
き
な
看
板
や
の
ぼ
り
旗
も
な
い
。
町

全
体
が
や
す
ら
い
だ
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
、

落
ち
着
い
た
保
養
地
と
し
て
の
雰
囲
気
が
醸

し
出
さ
れ
て
い
る
景
観
で
あ
っ
た
。
ま
ち
の

中
は
、
自
動
販
売
機
が
な
く
、
ビ
ン
缶
は

ま
っ
た
く
と
い
う
ほ
ど
落
ち
て
い
な
い
。
道

に
目
を
や
る
と
、
リ
ハ
ビ
リ
・
車
椅
子
・
健

常
者
と
、
だ
れ
で
も
歩
け
る
平
坦
な
道
が
ほ

と
ん
ど
だ
。

　
保
養
客
の
多
く
は
、
ド
イ
ツ
の
社
会
保
険

の
適
用
で
こ
の
市
を
訪
ね
、
森
を
歩
い
て
い

る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
４
年
に
１
回
の
頻
度
で

３
週
間
の
保
養
を
行
な
う
こ
と
が
法
的
に
認

め
ら
れ
て
い
る
。
保
険
適
用
は
自
宅
で
の
保

養
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
人
々
は
、
健
康

保
険
会
社
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
全
土
の
保
険

適
用
保
養
地
に
出
か
け
る
。
自
分
で
滞
在
地

の
保
養
地
を
選
ぶ
と
、
滞
在
費
な
ど
は
自
己

負
担
と
な
る
が
、
保
険
会
社
が
選
定
す
る
場

合
は
、
滞
在
費
、
医
療
費
の
ほ
と
ん
ど
は
保

険
制
度
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
。
こ
こ
の
森

林
散
策
は
い
わ
ば
、
健
康
保
険
を
使
っ
た
森

林
浴
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　
訪
れ
る
人
々
の
平
均
年
齢
は
、
59
歳
と

壮
・
高
年
齢
者
が
多
く
、
滞
在
日
数
は
、
平

均
２
〜
３
週
間
程
度
で
あ
る
。
保
養
客
を
受

け
入
れ
る
保
養
施
設
は
、
大
小
合
わ
せ
て
１

５
０
軒
以
上
あ
り
、
客
の
受
け
入
れ
は
十
分

で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
施
設
に

は
、
ク
ナ
イ
プ
医
師
や
療
法
士
が
往
診
あ
る

い
は
、
常
勤
を
し
て
い
て
ク
ナ
イ
プ
療
法
を

施
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
日
本
の
医
療
は
、
対
症
治
療
が
主
で
、
疾

患
の
前
後
の
ケ
ア
は
お
ろ
そ
か
に
な
り
が
ち

で
あ
る
。
ま
た
、
医
療
機
関
で
の
診
察
に
対

す
る
時
間
の
か
か
る
シ
ス
テ
ム
が
ス
ト
レ
ス

を
与
え
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
森
林
の
自
然
散
策
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
は
、
順
番
待
ち
や
ク
レ
ゾ
ー
ル
の
に
お

い
の
待
合
室
も
な
く
、
安
ら
い
だ
雰
囲
気
の

中
で
療
法
に
取
り
組
め
る
。
病
院
に
行
く
回

数
を
１
回
で
も
減
ら
し
て
、
自
分
に
あ
っ
た

免
疫
力
を
高
め
る
積
極
的
な
行
動
︵
土
い
じ

り
の
園
芸
セ
ラ
ピ
ー
、
ペ
ッ
ト
と
過
ご
す
動

物
セ
ラ
ピ
ー
、
お
香
や
、
ハ
ー
ブ
の
香
り
に

親
し
む
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
︶
を
し
て
も

い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
。

■
森
林
学
習
散
策

　
森
林
学
習
の
散
策
に
つ
い
て
は
、
料
金
は

無
料
、
５
月
か
ら
10
月
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
隔
週

に
１
回
行
わ
れ
て
い
る
。
情
報
は
、
新
聞
や

保
養
施
設
で
得
ら
れ
る
。

　
散
策
は
、
市
内
や
公
園
内
森
林
の
歴
史
、

主
な
樹
種
そ
の
判
別
方
法
、
現
在
の
造
林
や

保
育
管
理
方
法
、
最
近
の
病
虫
・
気
象
障
害

な
ど
を
地
元
営
林
署
の
森
林
官
の
案
内
を
受

け
な
が
ら
歩
く
。

　
森
林
学
習
の
参
加
者
に
は
、
保
養
客
だ
け

で
な
く
、
森
林
に
興
味
を
持
つ
地
元
市
民
な

ど
も
参
加
し
て
い
る
。

　
両
親
が
療
法
を
受
け
て
い
る
と
き
、
子
ど

も
の
一
次
預
か
り
を
実
施
し
て
子
ど
も
へ
の

環
境
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、

自
然
を
利
用
し
て
の
野
外
教
育
と
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
﹁
キ
ン
ダ
︱
プ
ロ
グ
ラ

ム
﹂
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
内
容
は
、
森
林
で
の
散
策
や
、
樹
木
学
習

な
ど
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
サ
ー
ビ
ス

が
、
大
人
に
な
っ
た
と
き
の
リ
ピ
ー
タ
ー
づ

く
り
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
は
、
子
ど
も
の
森
林
療

法
が
進
ん
で
い
て
、
子
ど
も
の
保
育
環
境
、

教
育
題
材
と
し
て
の
森
の
有
効
利
用
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
森
の
幼
稚
園
と
い

い
、
現
在
２
２
０
以
上
が
園
舎
を
持
た
な
い

森
の
幼
稚
園
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
森

で
の
保
育
で
は
、
自
然
の
中
で
の
気
象
の
変

化
・
動
植
物
な
ど
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
予
期
せ

ぬ
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
を
解
決
し
な
い
と
子

ど
も
は
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

こ
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
に
な

り
、
言
葉
の
発
達
が
早
い
と
い
わ
れ
て
い

派手な看板などはなく、落ち着いた雰囲気の街並。ごみは全く

といっていいほど見当たらない。

動物の足跡を説明した看板。このほか、植物の見分け方

などの説明もあった。
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る
。
お
も
ち
ゃ
の
持
ち
込
み
は
一
切
行
な
わ

ず
、
行
っ
た
先
の
森
に
あ
る
枯
れ
木
や
倒
れ

た
樹
木
で
遊
ぶ
。

　
現
在
、
日
光
浴
は
紫
外
線
が
皮
膚
に
悪
い

と
い
わ
れ
、
小
さ
い
子
ど
も
の
日
光
浴
と
い

う
言
葉
が
な
く
な
り
、
今
で
は
﹁
外
気
浴
﹂
と

言
い
直
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
光
を
浴

び
る
と
紫
外
線
が
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
合

成
し
、
骨
が
丈
夫
に
な
る
と
も
い
わ
れ
る
。

強
い
直
射
日
光
を
さ
け
る
た
め
に
も
、
森
の

木
漏
れ
日
は
人
や
生
物
に
や
さ
し
い
と
い
わ

れ
て
い
る
。

　
今
、
ド
イ
ツ
で
は
、
健
康
保
険
制
度
の
改

正
に
よ
り
、
保
養
期
間
が
従
来
の
４
週
間
か

ら
３
週
間
に
短
縮
さ
れ
、
し
か
も
保
養
適
用

の
頻
度
が
３
年
か
ら
４
年
に
１
度
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
保
養
客
数
が
減
っ
て
い
る
と
い

う
。
そ
し
て
利
用
客
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
の
で
、
市
で
は
、
若
者
を
対
象
と
し
た
集

客
を
検
討
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
２
０
０
０
年
に
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
︵
健

康
の
維
持
・
管
理
の
た
め
に
器
具
や
機
械
を

使
っ
て
行
う
運
動
︶
と
ク
ナ
イ
プ
健
康
法
を

あ
わ
せ
た
﹁
ク
ナ
イ
プ
ネ
ス
﹂
が
生
ま
れ
た
。

新
し
い
時
代
へ
の
魅
力
あ
る
保
養
形
態
を
模

索
し
て
い
る
。
ま
た
、
医
学
的
な
検
証
の
積

み
上
げ
も
現
在
研
究
さ
れ
て
い
る
。

■
研
修
を
終
え
て

　
森
林
浴
の
よ
う
に
森
が
健
康
を
増
進
し
て

く
れ
る
こ
と
は
、
漠
然
と
わ
か
っ
て
は
い
る

の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と

は
、
日
本
で
は
今
ま
で
研
究
さ
れ
な
か
っ

た
。
最
近
に
な
り
、
森
と
健
康
に
関
し
て
科

学
的
な
裏
づ
け
や
根
拠
を
探
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
、
山
梨
市
で
７
月
に
実
施
し
た
フ
ィ
ト

ン
チ
ッ
ド(

森
の
香
気
成
分)

や
マ
イ
ナ
ス
イ

オ
ン
な
ど
の
調
査
が
近
年
よ
う
や
く
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
今
回
視
察
し
た
バ
ー
ド
・
ウ
エ
ー
リ
ス

フ
ォ
ー
フ
ェ
ン
市
の
自
然
療
法
で
あ
る
ク
ナ

イ
プ
療
法
を
そ
の
ま
ま
山
梨
市
で
実
践
す
る

の
は
難
し
い
。
山
梨
市
の
現
在
の
環
境
を
考

慮
し
た
考
え
方
が
必
要
で
あ
る
。｢

豊
か
な
森

林｣

の
新
し
い
活
用
方
法
を
専
門
機
関
と
地

域
と
行
政
と
が
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種

が
参
画
し
、
観
光
と
医
療
の
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
と
発
展
さ
せ
る
計
画
で
あ
る
。

　
万
力
林
は
、
駅
か
ら
徒
歩
５
分
の
位
置
に

あ
り
、
訪
れ
る
人
は
簡
単
に
４
０
０
年
か
ら

守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
ア
カ
マ
ツ
林
に
入
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
林
の
保
存
に
は
、
民

間
の
ア
カ
マ
ツ
保
存
会
な
ど
市
民
レ
ベ
ル
で

の
保
存
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
環
境
保
護
へ
の
啓
蒙
を
促
す
ホ
タ
ル

を
は
じ
め
と
す
る
生
物
の
保
護
、
死
角
が
少

な
く
安
全
性
に
富
ん
だ
園
内
。
散
策
路
、
ト

イ
レ
は
整
備
さ
れ
、
休
憩
室
は
他
に
類
の
な

い
趣
が
あ
り
、
東
京
か
ら
90
分
と
交
通
の
便

は
良
く
、
地
域
住
民
が
い
つ
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
。

　
さ
ら
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
養
成
が
進
み
、
現

在
25
人
の
案
内
人
が
登
録
さ
れ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
、
公
園
の
案
内
を
行
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
視
察
先
に
は
な
か
っ
た
わ
が

市
の
魅
力
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
山
梨
市
の

特
色
が
理
解
で
き
る
と
思
う
。

　
医
療
機
関
と
の
連
携
は
現
在
協
議
が
進
め

ら
れ
、
山
梨
労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー
所
長
が
山

梨
市
森
林
セ
ラ
ピ
ー
研
究
会
委
員
と
し
て
精

力
的
に
研
究
を
続
け
て
い
る
。
18
年
６
月

は
、
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
医
療
と
観
光
の

モ
ニ
タ
ー
プ
ラ
ン
﹁
森
林
療
法
ツ
ー
リ
ズ

ム
﹂
を
計
画
し
て
い
る
。

　
三
富
川
浦
地
域
に
は
、
秩
父
多
摩
甲
斐
国

立
公
園
内
の
﹁
手
つ
か
ず
の
自
然
﹂
が
あ
る
。

初
夏
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
群
生
、
秋
の
カ
エ
デ

な
ど
の
豊
富
な
樹
種
、
希
少
動
物
の
存
在
、

人
里
に
あ
る
湯
量
豊
富
な
温
泉
、
い
の
ぶ

た
・
コ
ン
ニ
ャ
ク
・
そ
ば
、
山
菜
を
は
じ
め

特
色
あ
る
食
、
コ
ン
ビ
ニ
も
遊
技
場
も
な
い

ク
リ
ー
ン
な
里
、
山
梨
市
都
市
部
ま
で
は
車

で
30
分
と
交
通
の
便
も
い
い
。

　
こ
れ
か
ら
、
山
梨
市
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推

進
に
必
要
な
の
は
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
認
定
に

向
け
て
の
本
調
査
の
実
施
、
ま
た
旅
館
・
民

宿
業
、
飲
食
店
、
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
な
ど
、
三

富
の
観
光
関
連
企
業
、
さ
ら
に
林
業
関
係

者
、
医
療
機
関
の
積
極
的
な
参
画
と
地
域
住

民
の
理
解
と
協
力
で
あ
る
。

　
市
で
は
、
現
在
、
少
子
高
齢
社
会
が
進
行

し
、
消
費
が
低
迷
し
続
け
長
引
く
不
況
感
が

ぬ
ぐ
え
な
い
。
従
来
の
行
政
運
営
を
見
直

し
、
構
造
改
革
特
区
、
地
域
再
生
な
ど
国
の

施
策
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
時
代
に
対
応

し
た
地
方
都
市
の
あ
り
方
を
模
索
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　
医
療
と
観
光
の
連
携
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

環
境
対
策
の
研
究
が
推
進
さ
れ
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
、
癒
し
の
ま

ち
を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
２
０
０
７
年
、
団
塊
の
世
代
が 

一
斉
に

定
年
を
迎
え
る
時
に
、
都
市
と
農
村
の
交
流

が
更
に
促
進
さ
れ
、
多
く
の
都
会
人
が
山
梨

市
を
訪
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
実

現
、
そ
れ
は
、
独
自
の
自
然
条
件
が
創
り
出

し
た
山
梨
市
な
ら
で
は
の
景
観
と
そ
こ
に
住

む
人
と
暮
ら
し
で
あ
る
。
自
然
環
境
と
調
和

し
た
持
続
可
能
な
社
会
は
、
す
べ
て
の
人
が

心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
代
の
私
た
ち
に
、

大
い
に
示
唆
と
夢
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
豊
か
な
森
を
健
康
づ
く
り
に
活
用
す
る
森

林
セ
ラ
ピ
ー
の
推
進
、
ま
た
、
自
然
環
境
を

利
用
し
て
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

す
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
な
ど
、
新
市
の
新

し
い
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
糧
と
な
っ
た

視
察
調
査
で
あ
っ
た
。

森林セラピーの先進地、ドイツを歩く

森の中のベンチには番号がついていて、緊急時でも

携帯電話で場所を告げることができる。
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平

成

18
年
度

税
制
改
正

　
65
歳
以
上
で
合
計
所
得
金
額
１
千
円
以
下

の
人
に
適
用
さ
れ
て
い
る
老
年
者
控
除
︵
所

得
税
50
万
円
・
住
民
税
48
万
円
︶
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
人
に
つ
い
て
、
公
的
年
金
収

入
か
ら
所
得
を
算
出
す
る
際
の
計
算
式
が
次

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
65
歳
未
満
の
人
に
つ
い
て
は
現
行

ど
お
り
で
す
。

︵
公
的
年
金
等
と
は
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、

共
済
年
金
な
ど
を
指
し
、
障
害
年
金
、
遺
族
年

金
は
非
課
税
で
す
。︶

　
65
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１

２
５
万
円
以
下
の
人
に
適
用
さ
れ
て
い
た
老

年
者
非
課
税
措
置
が
、
段
階
的
に
廃
止
さ
れ

ま
す
。

　
段
階
的
と
は
、
昭
和
15
年
１
月
２
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
で
合
計
所
得
が
１
２
５
万
円

以
下
の
方
は
、
平
成
18
年
度
は
市
県
民
税
の

均
等
割
額
と
所
得
割
額
の
３
分
の
２
を
、
平

成
19
年
度
は
３
分
の
１
を
減
額
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
平
成
20
年
度
以
降
は
減
額

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
11
年
に
景
気
対
策
と
し
て
導
入
し
た

定
率
減
税
は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
の
20

％
相
当
額
︵
最
高
限
度
額
25
万
円
︶
の
所
得
税

減
税
と
、
そ
の
年
度
分
の
所
得
割
額
の
15
％

相
当
額
︵
最
高
限
度
額
４
万
円
︶
の
住
民
税
減

税
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
定
率
減
税
導
入
時
と
比
較
し
た

経
済
状
況
の
改
善
を
踏
ま
え
、
平
成
18
年
度

税
制
改
正
に
お
い
て
国
・
地
方
を
通
ず
る
個

人
所
得
課
税
の
抜
本
的
見
直
し
︵
所
得
税
か

ら
個
人
住
民
税
へ
の
本
格
的
な
税
源
移
譲
︶

が
必
要
と
な
る
こ
と
を
展
望
し
て
、
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
成
18
年
︵
度
︶
分
か
ら
、
そ
の
定
率
減
税

の
そ
れ
ぞ
れ
の
減
税
幅
が
半
分
に
圧
縮
さ
れ

ま
す
︵
次
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
︶。

１
、
老
年
者
控
除
が

　
　
見
直
さ
れ
ま
し
た

２
、
公
的
年
金
等
控
除
が

　
　
見
直
さ
れ
ま
し
た

３
、
老
年
者
非
課
税
措
置
が

　
　
見
直
さ
れ
ま
し
た

４
、
定
率
減
税
が

　
　
見
直
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
18
年
度
課
税
分
の
市
県
民
税
か
ら
、
次
の
よ
う
に

課
税
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
65
歳
以
上
の
人
で
も
、
寡
婦
︵
寡

夫
︶・
障
害
者
に
該
当
す
る
人

は
、
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
で

あ
れ
ば
今
ま
で
ど
お
り
非
課
税
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
他
の
非
課
税
要
件
も
今
ま
で
ど

お
り
適
用
さ
れ
ま
す
。
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■
配
偶
者
特
別
控
除

　
平
成
17
年
度
の
個
人
住
民
税
︵
市

民
税･

県
民
税
︶
か
ら
、
配
偶
者
特
別
控

除
の
う
ち
配
偶
者
控
除
に
上
乗
せ
し

て
適
用
さ
れ
る
部
分(

最
高
33
万
円)

が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

■
妻
の
均
等
割
非
課
税
措
置
の
廃
止

　
均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と

生
計
を
一
に
す
る
妻
で
、
夫
と
同
じ

市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
に
対
す
る

均
等
割
の
非
課
税
措
置
が
廃
止
に
な

り
ま
す
。

　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
に
よ

５
、
妻
に
対
す
る
均
等
割
免
除

制
度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

【参考】

・前年中の妻の合計所得金額が次の計算式による基準

を超える場合、均等割が課税されます。

　均等割額の基準：合計所得金額＝

   　　　28 万円×(本人＋扶養人数)＋ 176,000 円

　   ※扶養者がいない場合は 280,000 円となります。

固
定
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
、
賦
課
期
日
︵
１
月

１
日
︶
に
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
︵
こ
れ
ら

を
総
称
し
て
固
定
資
産
と
い
い
ま
す
︶
を
所

有
し
て
い
る
人
へ
課
税
す
る
税
金
で
、
現
況

︵
使
用
形
態
︶
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
い
う
﹁
償
却
資
産
﹂
と
は
、
会
社

や
個
人
で
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い

る
人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
用
い
て
い
る

機
械
・
器
具
・
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。

◎
土
地
の
申
告
に
つ
い
て

　
　
今
ま
で
と
使
用
形
態
が
変
わ
っ
た
場

　
合
や
変
わ
る
予
定
が
あ
る
人
は
、
必
ず

　
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
家
屋
の
申
告
に
つ
い
て

　
　
建
物
の
新
・
増
築
や
取
り
壊
し
を
し

　
た
人
は
、
必
ず
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　︵
法
務
局
に
登
記
申
請
を
し
た
場
合
は
不

　
要
で
す
︶

◎
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

　
償
却
資
産
︵
事
業
用
資
産
︶
の
所
有
者
は
、

平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
償
却
資

産
に
つ
い
て
、
１
月
31
日
︵
月
︶
ま
で
に
必

ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

【問い合わせ】

税務課市民税担当　　

☎ 22-1111（内線 122、123）

確定申告の作成会場が、税務署から

　「山梨市勤労者福祉センター」

　　　（夢わーく山梨３階・山梨市役所西隣）

に変わります。

設置期間 平成18年２月１日(水)〜３月31日(金)

　 (土、日および祝日を除く)

　◎期間中、税務署には申告書の作成会場は

　　ありません。

開設時間 午前９時〜午後５時

所 在 地 山梨市上神内川 1348

確定申告(所得税・消費税・贈与税)の

作成会場が変わります！

山　梨　税　務　署
〒 405-8585　山梨市上神内川 738 ☎ 22-1411(代)　
確定申告に関するお問い合わせは ☎ 22-1415

り
、
均
等
割
の
納
税
義
務
が
あ
る
夫
︵
ま
た
は

妻
︶
と
生
計
を
同
一
に
す
る
妻
︵
ま
た
は
夫
︶

で
、
扶
養
親
族
が
な
く
所
得
金
額
が
28
万
円

を
超
え
る
場
合
に
つ
い
て
、
平
成
16
年
度
ま

で
は
均
等
割
が
非
課
税
で
し
た
が
、
平
成
17

年
度
は
２
分
の
１
の
額
︵
年
額
２
千
円
︶、
平

成
18
年
度
か
ら
全
額
︵
年
額
４
千
円
︶
が
課
税

と
な
り
ま
す
。

●税務課固定資産税担当　

　　　☎ 22-1111(内線 124、125)

●牧丘支所総務課税務担当

　　　☎ 35-3111(内線 131、132)

●三富支所総務課税務担当　

　　　☎ 39-2121(内線 322、323)

問い合わせ
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﹁
地
域
を
知
り
、
学
ぶ
﹂

　
　
　
60
名
が
琴
川
ダ
ム
建
設
現
場
を
見
学

市
の
環
境
保
全
施
策
機
関

　
　
　
　﹁
山
梨
市
環
境
審
議
会
﹂
を
設
置

　
市
で
は
、
環
境
保
全
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
環
境
保
全
に
関
し
て
基
本
的
事
項
を

調
査
審
議
す
る
た
め
の
組
織
﹁
山
梨
市
環

境
審
議
会
﹂
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
審
議
会
は
、
市
長
の
附
属
機
関
と

し
て
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
環
境
保
全

対
策
に
関
す
る
基
本
と
な
る
べ
き
総
合
的

施
策
を
定
め
、
そ
の
実
施
に
関
す
る
事
項

や
一
般
廃
棄
物
の
減
量
な
ど
に
関
す
る
事

項
を
調
査
審
議
し
、
意
見
を
述
べ
る
組
織

で
す
。

　
10
月
７
日
、
開
か
れ
た
第
１
回
審
議
会

で
は
、
開
会
に
先
立
ち
、
市
長
か
ら
委
員

に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
役
員
選
出
の
後
、
委
員
は
担
当
職
員
か

ら
ゴ
ミ
や
し
尿
の
処
理
状
況
や
ゴ
ミ
減
量

化
推
進
事
業
、
河
川
清
掃
、
衛
生
害
虫
の
一

斉
共
同
駆
除
、﹁
環
境
首
都
・
山
梨
﹂
ク
リ
ー

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
不
当
投
棄
防
止
対
策
、

狂
犬
病
予
防
と
野
犬
対
策
、
公
害
・
苦
情
処

理
、
河
川
の
水
質
検
査
、
各
種
補
助
金
の
実

績
な
ど
平
成
16
年
度
の
環
境
行
政
の
状
況

や
、
新
市
の
事
務
事
業
の
調
整
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
委
員
の
任
期
は
２
年
で
、
今
後
必
要
に

応
じ
会
議
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課
生
活
環
境
担
当

　
　
　
　
　
　
　(

内
線
２
５
２
、
２
５
３)

山梨市環境審議会委員

(順不同、敬称略)

展望台建設予定地からダムの工事現場を見学

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
新
し

い
﹁
山
梨
市
﹂
の
地
域
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
﹁
地
域
を
知
り
、
学
ぶ
﹂
と
題
し
た

学
習
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
10
月
24
日
、
牧

丘
町
柳
平
地
区
に
建
設
中
の
琴
川
ダ
ム
を

見
学
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
一
般
公
募
し
た
60
人
の
み
な

さ
ん
。
一
行
は
、
ま
ず
ダ
ム
の
西
側
に
位

置
す
る
展
望
台
建
設
予
定
地
︵
小
楢
山
東

側
︶
に
行
き
、
県
琴
川
ダ
ム
管
理
事
務
所

の
職
員
か
ら
ダ
ム
の
建
設
状
況
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
こ
の
展
望
台
は
、
ダ
ム
と

と
も
に
周
囲
の
山
々
を
見
渡
せ
る
場
所
に

設
置
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
は
、

山
々
の
紅
葉
が
見
頃
を
迎
え
る
中
、
市
職

員
か
ら
周
囲
の
山
や
風
力
発
電
の
調
査
場

所
な
ど
の
説
明
も
受
け
な
が
ら
、
目
の
前

に
広
が
る
景
色
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
来
春
に
は
試
験
貯
水
が
始
ま

る
と
い
う
ダ
ム
の
底
面
に
移
動
、
ダ
ム
の

壁
面
な
ど
を
間
近
で
見
学
し
ま
し
た
。

　
琴
川
ダ
ム
は
、
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
は

日
本
で
最
も
高
い
標
高
︵
１
５
０
０
メ
ー

ト
ル
︶
に
位
置
し
ま
す
。
ま
た
、
湖
面
利
用

や
周
辺
の
自
然
環
境
を
生
か
し
た
整
備
を

予
定
し
て
お
り
、
全
国
で
も
数
少
な
い
地

域
に
開
か
れ
た
ダ
ム
と
し
て
、
国
の
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ダ
ム
の
完
成
は
、
19
年
度
末
を
予
定
し

て
お
り
、
ダ
ム
の
利
用
計
画
や
整
備
状
況

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

　
総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当
　

　
　
　
内
線
　
２
３
２
、
２
３
３

眼
下
に
は
こ
の
よ
う
な
景
色
が
広
が
り
ま
す
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▼社会福祉資金として

　山梨市文化協会

　　　　ソシアルダンス部 ------ １万円

　　　　　　　　　　　　　　

♥♥♥善意をありがとう♥♥♥

︻
日
程
お
よ
び
場
所
・
対
象
者
︼

　
22
日
︵
木)
　

　︿
時
間
﹀
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　︿
場
所
・
対
象
﹀
山
梨
市
役
所
・
山
梨
地
域

　
26
日
︵
月)

　

　︿
時
間
﹀
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　︿
場
所
・
対
象
﹀
三
富
支
所
・
牧
丘
三
富
地
域

︻
申
込
・
問
い
合
わ
せ
︼

　
総
務
課
広
聴
広
報
担
当
☎
22
ー
１
１
１
１

　
　(

内
線
２
２
６)

ま
た
は
各
支
所
総
務
課
ま
で

※
対
象
地
域
は
原
則
と
し
て
で
す
。
都
合
が
つ
く
日

程
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
限
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に

活
用
す
る
た
め
、
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

12 月の

市長との

　　　対話

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
向
け

﹁
山
梨
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
﹂
を
設
置

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指

す
た
め
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項

を
調
査
審
議
す
る
﹁
山
梨
市
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
﹂
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
11
月
７
日
に
開
催
し
た
第
１
回
委
員
会

で
は
、
委
嘱
状
の
交
付
や
会
長
、
副
会
長

の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
の
任
期
は
２
年
で
、
推
進
委
員
会

で
は
、
今
後
、
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
の

策
定
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
な
ど
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
推
進
に
向
け
た
提
言
を

し
て
い
き
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

　
総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当

　
内
線
２
３
２
〜
２
３
５

山梨市男女共同参画

推進委員会委員 (順不同、敬称略)

最
新
の
観
光
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！

　
　
山
梨
市
駅
前
に
総
合
観
光
案
内
所
を
建
設

　
Ｊ
Ｒ
山
梨
市
駅
の
東
側
に
新
設
す
る

﹁
山
梨
市
駅
前
観
光
案
内
所
﹂
の
建
設
工
事

が
、
11
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
案
内
所
は
、
年
間
を
通
し
て
来
訪

者
に
山
梨
市
を
中
心
と
し
た
東
山
梨
地
域

の
最
新
の
観
光
情
報
を
提
供
す
る
た
め
、

建
設
す
る
も
の
で
す
。

　
新
設
す
る
案
内
所
は
木
造
２
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
約
54
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

１
階
に
は
観
光
案
内
の
ほ
か
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
の
お
知
ら
せ
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
掲
示
し
ま
す
。
２
階
に
は

多
目
的
ル
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。

　
完
成
は
、
来
年
３
月
中
旬
を
予
定
し
、
総

事
業
費
は
約
１
、
９
６
１
万
円
で
す
。

　
山
梨
市
駅
は
、
山
梨
市
を
訪
れ
る
観
光

客
の
玄
関
口
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
観
光
案
内

所
と
呼
べ
る
も
の
は
な
く
、
シ
ー
ズ
ン
に

な
る
と
、
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ん
が
、
駅
前
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
机
を
置

い
て
、
観
光
案
内
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
案
内
所
を
、
新
し
い
山

梨
市
の
観
光
情
報
の
発
信
地
と
し
、
多
く

の
観
光
客
・
来
訪
者
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

　
観
光
課
観
光
施
設
担
当

　
　
　
　
　
　
︵
三
富
庁
舎
︶

　
　
☎
39
ー
２
１
２
１
　
　

　
　
　
　
　
　
内
線
３
１
１

■観光案内所位置図
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市
で
は
、
新
し
い
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
お
お
よ
そ
20
年
後
を
目
標
と
し

て
都
市
計
画
の
基
本
方
針
を
示
す
﹁
山
梨

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
を
策
定

し
ま
す
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
の
策
定
に
あ
た
り
、
広
く

ご
意
見
を
伺
う
た
め
、
次
に
よ
り
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
対
象

　
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
で
満
18
歳

　
以
上
の
市
民

■
募
集
人
数

　
３
名

■
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、　

　
小
論
文
を
作
成
し
、
郵
送
も
し
く
は
都

　
市
計
画
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
応
募
用
紙

　
次
の
①
ま
た
は
②
か
ら
選
択
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
す
る
場
合
　

　
次
の
順
番
で
選
択
し
、
用
紙
を
印
刷
し

　
て
く
だ
さ
い
。

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
↓
市
民
情
報
の
ペ
ー
ジ

　
↓
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
↓
山
梨
市
都
市

　
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
委

　
員
募
集
↓
関
連
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
↓
応

﹁
山
梨
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂

　
　
　
　
　
　
策
定
委
員
会
委
員
を
募
集

　
募
用
紙

②
市
販
の
レ
ポ
ー
ト
用
紙
を
使
用
す
る
場

　
合

　
Ａ
４
版
の
レ
ポ
ー
ト
用
紙
︵
横
書
き
︶
に

　﹁
氏
名
﹂﹁
生
年
月
日
﹂﹁
年
齢(

平
成
17
年

　
４
月
１
日
現
在)

﹂﹁
住
所
﹂﹁
性
別
﹂﹁
電

　
話
番
号
﹂﹁
職
業
﹂
を
記
入
の
上
、
小
論

　
文
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

⑵
論
文

　
次
の
テ
ー
マ
に
よ
り
８
０
０
字
程
度
で

　
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　﹁
山
梨
市
⋯
⋯
う
る
お
い
と
に
ぎ
わ
い
の

　
あ
る
都
市
﹂

⑶
選
考
結
果

　
12
月
下
旬
ま
で
に
応
募
者
本
人
に
通
知

　
し
ま
す
。

■
応
募
受
付
期
間
　

　
12
月
１
日
︵
木
︶
〜
12
月
15
日
︵
木
︶

■
委
員
の
任
期

　
お
お
む
ね
平
成
18
年
１
月
か
ら
平
成
19

　
年
３
月

■
そ
の
他
　

　
委
員
会
は
、
策
定
の
各
段
階
に
お
い
て

　
５
回
程
度
︵
平
日
の
日
中
︶
の
開
催
を

　
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課
都
市
計
画
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
７
２

総
合
計
画
策
定
に
向
け
た

　
　
　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

　
市
で
は
、
現
在
、
新
市
の
総
合
計
画
策

定
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
日
頃
市
政
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
、
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
な
ど

を
把
握
し
、
計
画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
者
は
、
無
作
為
で
抽
出
し
ま
す
。

調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象
　

　
20
歳
以
上
の
市
民
約
２
０
０
０
人

■
実
施
時
期

　
12
月
中

　
　(

上
旬
に
調
査
票
を
発
送
予
定)

■
調
査
方
法

　
地
域
性
な
ど
を
考
慮
し
、
無
作
為
で
抽

出
し
た
対
象
者
に
郵
送
で
調
査
票
を
送
付

し
ま
す
。
回
答
後
は
同
封
の
返
信
用
封
筒

に
入
れ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い(

調
査
票
は

無
記
名
で
す)

。

問
い
合
わ
せ

　
　
総
合
政
策
課
政
策
推
進
担
当
　

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
３
５

山梨市営バスの試験運行を

平成 18 年３月末まで延長します

　市では、新市の誕生とともに山梨市駅と牧丘・

三富地域を結ぶ市営バスの試験運行を始めまし

た。

　試験運行期間は、４月26日から11月27日まで

としてきましたが、このほど平成18年３月末まで

試験運行期間を延長することにしました。

　平成18年度の本格運行に向けて、利用状況やみ

なさまからのアンケートをもとに時刻表、運行本

数などを決めていきます。多くのみなさまのご利

用をお願いします。

　問い合わせ　

　　総務課行政防災防犯担当　内線 227、228

※年末年始の運行については、25ページをご覧ください。
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だれでも健康が一番だよね！

　新市誕生記念第１回山梨市健康まつりが、10月

22 日、山梨市保健センターなどで開催されまし

た。当日は、時折雨がぱらつく空模様でしたが、会

場には多くの人が集まり、体力測定や健康相談な

どを受けていました。

　式典では、国民健康保険優良家庭として26世帯

の表彰が行われ(写真左)、記念講演では、テレビで

活躍するレポーター、村上允俊さん（写真左下）が

「今こそ元気で長生き〜生涯現役！」と題し、自ら

の体験の中で得たストレスをためない方法などを

語りました。

　市役所前庭では、食生活改善

推進員会によるいのぶた汁の配

布や豪華商品の当たるくじなど

のコーナーがあり、多くの人で

にぎわっていました。

　また、商業まつりや農業まつ

りも同時開催され、採れたての

農作物などに人気が集まってい

ました。

第19代大賞は古屋信明さん！

　10 月 22 日、花かげホールにおいて、

第19回巨峰の丘カラオケ大会が開催さ

れました。

　当日は、30組が自慢ののどを披露し、

熱戦の結果、「舞酔い雪」を歌った市内

矢坪の古屋信明さん（写真上）が大賞に

輝きました。また、「長良川艶歌」を歌っ

た市内牧丘町窪平の阿部由幸さん（左）

が歌唱賞に輝きました。

田植えから稲刈りまでを体験しました

　江曽原育成会では、毎日食べている「お米」の生

育を学ぼうと、今年、地域の水田を借りて田植えか

ら稲刈りまでの一通りの作業を体験しました。

　10月８日、稲刈り体験に参加した子どもたちは、

自分達が育てた米とあって慣れない手付きながら

も、鎌を手に持ち、楽しそうに稲刈りをしていまし

た。今回育てたお米は餅米で、刈り取ったお米は、

みんなでお正月にお餅にして食べる予定です。
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今の体力はどのくらい？

　10月22日、牧丘海洋センターにおいて、一般参加者を対象とした体力テ

ストが行われました。このテストは、大人も子どもも運動不足が問題となっ

ている中、今の自分自身の体力を把握し、今後の体力づくりや健康管理に役

立ててほしいと体育指導員が中心となって始めたもので、この日は、小学生

から一般まで多くの人が瞬発力や柔軟性、筋力、持久力などを測るテストを

受けていました。

山での友情は永遠です！大弛のつどいが 20 周年

　大弛小屋の利用者を対象に、１年間の感謝を込めて開催される「大弛のつどい」

が今年で20周年を迎えました。10月22日、大弛小屋には懐かしい顔をはじめ、山

男山女が勢ぞろい。管理人の佐藤さんご夫妻を囲んで、恒例の餅つきやフォークダ

ンス、山の歌の合唱など楽しいひとときを過ごしました。

万力公園で県中学校駅伝競争大会

　11月５日、万力公園において、第15回山梨県中学校駅伝競争大会が開催

されました。回は15回を数えますが、万力公園での開催は初めてのこの大

会、男子は６区間を 23 チームが、女子は５区間を 20 チームが、それぞれ

のチームのたすきを胸に秋の さわやかな風の中を走り抜けました。男子の

部では山梨南中学校が 14 位、笛川中学校が 21 位、女子の部では山梨南中

学校が６位入賞を果たしました。優勝は男女とも櫛形中学校でした。
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 みんなでがんばったよ！

　10月29日、堀之内小学校で運動会が開か

れました。全校児童 14 人という市内最少の

小学校ではありますが、14 人が力を合わせ

て、綱引きや障害物リレー、一輪車演技な

ど、多くの種目を披露しました。

紅葉を眺めながら、12.8 キロを歩きました

　第２回フィールドミュージアムウォークが、11月６日開催されました。万力

公園をスタートし、旧根津邸、永昌院、金桜神社、長源寺を経て再び万力公園

に戻って来る全行程12.8キロのコースを、400人を超える参加者が思い思いに

秋の景色を楽しみながら歩きました。

きのこ汁が好評でした

　11 月６日、まきおかの道の駅で開催され

た田舎まつり。紅葉シーズン真っ盛りとあっ

て、多くの人でにぎわいました。来場者は、

地元で採れた食材を使ってのきのこ汁に舌鼓

を打っていました。

関東ブロック民族芸能大会に出場

　10 月23日、神奈川県青少年センターにお

いて開催された第 47 回関東ブロック民族芸

能大会に、山梨市の無形民俗文化財である

「塩平の獅子舞」が出場しました。

　塩平の獅子舞は、牧丘町塩平地区で古く
しんきょう

から伝えられているもので、現在では親郷

会と呼ばれる若者の会が中心となり、伝承

活動を行っています。獅子頭は雌獅子で大
さんばそう ごへい

きく重く特徴があり、当日は三番叟、御幣
つるぎ

の舞、剣の舞を披露しました。

かわいい演奏で防火をＰＲ

　11月10日、くさかべ幼稚園の園児たちが、防火を呼びかけながら市内を

歩きました。園児たちは揃いのはっぴに身を包み、駅前広場や市役所前庭で

太鼓の演奏と旗の演技を披露しました。

第 41 回山梨県消防団員操法大会で準優勝！

　10月16日、県消防学校で開催された操法大会に市消防団加納岩分団が出

場しました。同分団は、ポンプ車操法の部に出場、約50日にわたる厳しい

練習を積み重ねた成果が発揮され、見事に準優勝に輝きました。
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や
ま
な
し
市
民
音
楽
祭
２
０
０
５

　
ま
ち
に
潤
い
と
音
楽
を
⋯
⋯
新
市
の
誕
生

を
記
念
し
て
﹁
音
楽
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
未

来
塾
﹂﹁
市
民
第
九
実
行
委
員
会
﹂
な
ど
に
よ

り
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
交
響
曲
第
九
の
音
楽
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
３
０
０
名
の
合
唱
団
で
あ
り
、
数
年
前

か
ら
都
留
市
な
ど
で
研
修
を
重
ね
、
本
年

本
番
を
迎
え
ま
す
。
５
月
、
結
成
式
を
行

い
、
以
来
精
力
的
に
練
習
を
重
ね
て
お
り

ま
す
。
市
民
の
皆
様
多
数
の
来
場
を
お
願

い
し
ま
す(

詳
細
は
裏
表
紙
を)

。

　
新
市
が
誕
生
し
た
記
念
す
べ
き
２
０
０

５
年
も
師
走
を
迎
え
ま
し
た
。
市
政
推
進

へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
市
民
皆
々
様
の
ご
健
勝

と
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

ま
す
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

　

取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
容
し
て
い
ま

す
。

　
一
方
、
都
市
財
政
は
危
機
的
状
況
に
あ

り
、
増
大
・
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
こ

た
え
つ
つ
都
市
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
市
民
と
協
働
し
な
が
ら
、
限
ら
れ

た
経
営
資
源
や
財
源
を
効
率
的
・
選
択
的

に
使
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

さ
に
都
市
経
営
の
ガ
バ
ナ
ン
ス(

統
治)

能
力

が
問
わ
れ
る
時
代
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
都
市
経
営
で
は
、
市
民
と

の
協
働
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ(

協
力
関
係)

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ(
社
会)
と
の
連
携
が
よ
り
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
10
月
31
日
、
40
名
ほ
ど
の
市
長
が
参
加

し
て
開
か
れ
た
国
の
か
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
考
え
る
市
長
の
集
い
で
も
前
記
の

よ
う
な
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
意

識
改
革
・
市
民
力
の
向
上
、
職
員
の
意
識
改

革
、
人
事
評
価
、
業
績
評
価
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
　
林
療
法
実
践
保
養
地(

森
林
セ
ラ
ピ
ー)

と
し
て
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
バ
ー

ト
・
ウ
ェ
リ
ス
ホ
ー
フ
ェ
ン
市
、
ま
た
住

民
・
企
業
・
行
政
が
一
体
と
な
り
環
境
問
題

に
取
り
組
ん
で
い
る
環
境
首
都
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
市
の
行
政
施
策
を
視
察
・
調
査
す
る

た
め
、
10
月
16
日
か
ら
23
日
ま
で
ド
イ
ツ

タ

ウ

ン

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

開

催

第

６
回

山梨市
チャレンジ！

山梨市長　中村照人

﹁
市
長
さ
ん
だ
！
同
じ
は
っ
ぴ
着
て
る
よ
。﹂

防
火
パ
レ
ー
ド
に
市
役
所
を
訪
れ
た
園
児
た
ち

か
ら
握
手
攻
め
に
。

10

ブーヘンバッハ市のドレッサー市長から市の環境

施策について説明を受ける（10月21日、ドイツ

にて）。

森

　
　
月
25
日
の
西
保
地
区
か
ら
始
め
、
12

月
２
日
ま
で
11
か
所
に
て
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ(

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会)

を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
合
併
後
７
か
月
が
経
過
し
、
市
の
予
算
概

要
、
主
要
事
業
な
ど
を
市
民
に
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
、
ま
た
、
行
政
側
に
と
っ
て(

私
も

含
め
職
員)

に
各
地
域
の
概
要
を
改
め
て
知

る
機
会
と
し
、
開
か
れ
た
行
政
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
各
地
区
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ

れ
、
意
義
あ
る
会
で
す
。
今
後
の
行
政
に
生

か
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、
市
場
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル(

地
球
規
模)

化
の
進
展
、
三
位
一

体
の
改
革
、
地
方
分
権
の
確
立
な
ど
都
市
を

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た

が
、
と
て
も
有
意
義
な
視
察
で
し
た
。

　
山
梨
市
で
は
、
現
在
、
豊
か
な
自
然
・
山

林
を
生
か
し
た
﹁
医
観
連
携
﹂
の
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
来
年
度
に
は
、

森
林
浴
関
係
自
治
体
の
全
国
大
会
や
森
林
療

法
ツ
ー
リ
ズ
ム(

旅
行)

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

環
境
面
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

(
構
想)

を
現
在
策
定
中
で
、
環
境
に
や
さ
し

い
風
力
発
電
、
小
水
力
発
電
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス(
生
物
エ
ネ
ル
ギ
ー)

を
利
用
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
開
発
に
向
け
て
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
回
の
調
査
を
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
大
い
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
同
行
し
た
職
員
の
報

告
を
ご
覧
く
だ
さ
い(

12
ペ
ー
ジ)
。
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もしもし、市役所ですか？

リサイクルステーションの

大人向け雑誌

　

総務課広聴広報担当

☎ 22-1111（内線 226）

お
答
え
し
ま
す

　
最
近
、
中
学
生
が
リ
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
捨
て
て
あ
る
大

人
向
け
の
雑
誌
︵
い
わ
ゆ
る
Ｈ
な

本
︶
を
持
っ
て
帰
っ
た
り
読
ん
だ

り
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
以
前
か

ら
母
親
同
士
の
間
で
、﹁
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
そ
う
い
う

物
が
見
え
る
よ
う
に
無
造
作
に
置

い
て
あ
る
﹂
と
い
う
こ
と
が
話
題

に
な
っ
て
お
り
、
問
題
だ
と
も
思

い
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

置
く
際
に
、
見
え
な
い
よ
う
何
ら

か
の
工
夫
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
が
、
何
か
よ
い
手
立
て
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
扉
が
い
つ
も
開
け
っ
放

し
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

そ
う
で
す
。
︵
市
民
︶

　
ご
み
の
再
生
利
用
︵
リ
サ
イ
ク
ル
︶

を
推
進
す
る
こ
と
は
、
ご
み
の
減
量

化
や
地
球
温
暖
化
防
止
を
図
る
た
め

に
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
山
梨
地
域
で
は
、
家
庭
か
ら
ご
み

と
し
て
排
出
さ
れ
る
古
紙
・
古
布
・
飲

料
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
、
牧
丘

地
域
で
は
古
紙
・
古
着
・
牛
乳
パ
ッ
ク

な
ど
を
﹁
資
源
﹂
と
し
て
回
収
し
一
時

保
管
す
る
常
設
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
回
収
し
た
﹁
資
源
﹂
は

再
生
業
者
に
よ
り
資
源
と
し
て
再
利

用
さ
れ
ま
す
。

　
ご
指
摘
に
あ
っ
た
大
人
向
け
の
雑

誌
も
資
源
の
再
利
用
の
点
か
ら
考
え

る
と
一
般
の
雑
誌
類
と
同
じ
扱
い
に

な
る
の
で
し
ょ
う
が
、
こ
の
よ
う
な

雑
誌
を
出
さ
れ
る
場
合
は
、
他
の
雑

誌
を
上
に
乗
せ
る
な
ど
し
て
、
目
立

た
な
い
よ
う
な
工
夫
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
24
時
間
開
放
さ
れ
て
い
る
件
に

つ
い
て
は
、
日
中
や
休
日
に
利
用
で

き
な
い
人
に
も
気
軽
に
資
源
を
持
ち

込
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
配
慮
し
た
も

の
で
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
も
、
利
用

す
る
人
は
ご
み
を
持
ち
込
ん
だ
あ
と

は
扉
を
閉
め
る
よ
う
、
気
遣
い
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
中
学
生
の
雑
誌
な
ど
の
持
ち
出
し

に
つ
い
て
は
、
改
め
て
校
長
会
で
対

応
策
を
協
議
し
ま
す
。

　
　
　
　︵
環
境
課
生
活
環
境
担
当
︶

リサイクルステーションの

利用についてお願いです

● ガラスビンについて

・キャップをはずして中をすすいで

　　ください。

・透明ビン、茶色ビン、その他ビンを

　　それぞれ別のコンテナに入れてください。

・哺乳ビンなどの耐熱ガラス（側面に計量メモリが

　　あるものなど）や乳白色の化粧ビンはリサイクル

　　できませんので、不燃ゴミの日に出してください。

● ペットボトルについて

・必ずつぶしてください。キャップやラベルをはず

　　すことも大切ですが、つぶさなければ回収コンテ

　　ナがすぐいっぱいになってしまい、一度に少量し

　　か回収できません。

　　【問い合わせ】

　　　　環境課生活環境担当　☎ 22-1111(内線 253)

山梨地域のみなさまへ

■西沢渓谷〜山梨厚生病院線（試験運行）

　　12 月 31 日(土)、平成 18 年１月１日(日)は

　運休します。

■ピーチ号・グレープ号

　　12 月 31 日(土)、平成 18 年１月１日(日)は

　運休します。

■牧丘町内路線(旧牧丘町営バス)

　　平成 18 年１月１日(日)〜３日(火)は

　運休します。　　　

　【問い合わせ】　総務課行政防災防犯担当

　　　　　　　　　☎ 22-1111(内線 229)

山梨市営バス年末年始

運行業務のご案内
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︻
新
着
図
書
紹
介
︼

■
日
本
の
小
説
⋯
⋯
魔
王
︵
伊
坂
幸
太

郎
︶
／
ツ
キ
コ
の
月
︵
伊
集
院
静
︶
／
さ

よ
う
な
ら
、
私
の
本
よ
！
︵
大
江
健
三

郎
︶
／
ラ
ラ
ピ
ポ
︵
奥
田
英
朗
︶
雲
の
都

第
２
部
︵
加
賀
乙
彦
︶
／
ア
ン
ボ
ス
・
ム

ン
ド
ス
︵
桐
野
夏
生
︶
／
凍
︵
沢
木
耕
太

郎
︶
／
き
み
の
友
だ
ち
︵
重
松
清
︶
／
激

流
︵
柴
田
よ
し
き
︶
／
信
長
が
宿
敵
本
願

寺
顕
如
︵
鈴
木
輝
一
郎
︶
／
ア
カ
シ
ア

︵
辻
仁
成
︶
／
土
恋
︵
津
村
節
子
︶
／
月

と
よ
し
き
り
︵
津
本
陽
︶
／
三
番
手
の
男

︵
童
門
冬
二
︶
／
Ｂ
ラ
ン
ク
の
恋
人
︵
平

安
寿
子
︶
に
ぎ
や
か
な
天
地 

上
・
下
︵
宮

本
輝
︶
／
恋
せ
ど
も
、
愛
せ
ど
も
︵
唯
川

恵
︶
ほ
か

■
文
学
・
エ
ッ
セ
イ
・
手
記
・
外
国
の

小
説
な
ど
⋯
⋯
柿
喰
ふ
子
規
の
俳
句
法

︵
坪
内
稔
典
︶
／
愛
し
続
け
る
の
は
無
理

で
あ
る
。︵
内
館
牧
子
︶
／
卵
一
個
ぶ
ん

の
お
祝
い
。︵
川
上
弘
美
︶
／
憤
青
︵
沙

柚
︶
／
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ガ
ー
ル
︵
Ｔ

．
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
・
パ
ー
カ
ー
︶
／
さ

よ
な
ら
、
コ
ン
ス
タ
ン
ス
︵
レ
イ
・
ブ

ラ
ッ
ド
ベ
リ
︶
ほ
か

■
そ
の
他
・
一
般
⋯
⋯
告
白
︵
チ
ャ
ー

ル
ズ
・
Ｒ
・
ジ
ェ
ン
キ
ン
ス
︶
／
魔
法
の

よ
う
に
片
づ
く
！
見
つ
か
る
！
超
フ
ァ

イ
ル
の
技
術
︵
刑
部
恒
男
︶
／
鍋
の
天
下

一
品
︵
集
英
社
︶
／
心
が
な
ご
む
和
風
の

庭
︵
主
婦
と
生
活
社
︶
／
葉
っ
ぱ
で
お
ぼ

え
る
樹
木
︵
浜
野
周
泰
・
監
修
︶
／
空
の

ど
う
ぶ
つ
え
ん
︵
田
中
達
也
︶
／
負
け
る

の
は
美
し
く
︵
児
玉
清
︶
ほ
か

一
般
図
書

 「ネクロポリス」　「美しい健康ウォーキング入門」

園原　健弘　著 恩田　陸   著

今月のおすすめ本

　「クリスマスの幽霊」

ロバート・ウェストール　著

児

童

書

　
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
の
朝
。
ぼ

く
は
、
父
さ
ん
が
働
い
て
い
る

工
場
へ
、
お
つ
か
い
に
行
っ
た
。

　
す
る
と
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

中
で
不
思
議
な
も
の
を
見
た
。

壁
の
鏡
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
み

た
い
な
顔
が
映
っ
た
の
だ
。

　
一
九
三
○
年
代
の
イ
ギ
リ
ス

を
舞
台
に
し
た
物
語
。

　
　
　
　︵
小
学
校
上
級
向
き
︶

　
今
す
ぐ
始
め
ら
れ
て
、
長
く

続
け
ら
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

歩
日
本
代
表
を
務
め
た
著
者
が
、

健
康
に
効
果
が
あ
る
正
し
い

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
仕
方
を
教
え

ま
す
。
正
し
く
続
け
ら
れ
る
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
や
ヒ
ン
ト
集
も

た
く
さ
ん
紹
介
！

　
懐
か
し
い
故
人
と
再
会
で
き

る
聖
地
、
ア
ナ
ザ
ー
・
ヒ
ル
。
死

者
た
ち
を
﹁
お
客
さ
ん
﹂
と
呼

び
、
温
か
く
迎
え
る
ヒ
ガ
ン
と

い
う
祝
祭
空
間
。
連
続
殺
人
、
不

可
思
議
な
風
習
、
天
変
地
異
、
そ

こ
に
新
た
な
事
件
が
ー
。

　
め
く
る
め
く
想
像
力
で
つ
づ

ら
れ
る
謎
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の

結
晶
体
。

♪読み聞かせをしています♪

◆乳幼児向き　12/13
◆幼児・低学年向き 12/24
　午前10:30~11:00

おはなし会くれよん
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　　　安全・安心のまちづくり

専門交通指導員の

ワンポイント・アドバイス
年末の交通事故防止県民運動

　

総務課行政防災防犯担当

☎ 22-1111(内線 229)

【日下部警察署☎ 22-0110】　　　　　　　　　こんにちは、日下部署です。

期　　間　12 月１日(木)〜 12 月 31 日(土)

重点目標　

　１、高齢者と子どもの交通事故防止

　２、飲酒運転等悪質・危険な運転の追放

　３、シートベルトとチャイルドシートの

　　正しい着用の徹底

　４、早めのライト点灯の徹底と反射材使

　　用の推進

　年末は、交通量の増加に伴い道路が混雑

したり、心理的な慌ただしさや飲酒の機会

も多くなったりすることから、交通事故や

交通違反の多発が予想されます。

　「思いやり、ゆずり合いの心」を持った

ゆとりある運転を心がけてください。

　「飲酒運転四ない運動」

　　●運転するなら酒を飲まない

　　●運転する人には酒を飲ませない

　　●酒を飲んだら運転しない

　　●酒飲み運転を許さない

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

﹁
や
め
よ
う
よ
　
自
分
の
ル
ー
ル

で
　
走
る
の
は
﹂

人身交通事故 -------------- 224 件

（前年比− 17 件）

死者 ------------------------------ 1 人

（前年比− 1 人）

負傷者------------------------ 285 人

（前年比− 25 人）

物損交通事故 -------------- 549 件

（前年比 -31 件）

日下部警察署管内

　　　交通事故発生状況　　　

　　　　　　〔10 月 30 日現在〕

飲酒運転は、最低でも

「免許停止」、

場合によっては

「免許取り消し」と

なります。

飲酒運転は絶対に

やめましょう。

　
毎
年
、
年
末
・
年
始
に
な
る
と
、
大
切
な

財
産
を
狙
う
﹁
す
り
﹂
﹁
ひ
っ
た
く
り
﹂﹁
空

き
巣
﹂
な
ど
の
窃
盗
事
件
や
、
金
融
機
関
・
深

夜
ス
ー
パ
ー
な
ど
を
対
象
と
し
た
強
盗
事
件

が
多
発
し
ま
す
。

  

日
下
部
警
察
署
で
は
、
こ
う
し
た
犯
罪
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
平
成
17
年
12
月
１

日
〜
平
成
18
年
１
月
７
日
ま
で
﹁
年
末
・
年

始
特
別
警
戒
取
締
り
﹂
を
実
施
し
、

　
●
各
種
事
件
・
事
故
防
止
の
た
め
の

　
　
警
戒
活
動

　
●
管
内
防
犯
団
体
等
と
協
力
し
て
の

　
　
防
犯
診
断

な
ど
を
強
化
し
ま
す
。

   

山
梨
市
内
の
防
犯
診
断
は
、
12
月
初
旬
頃

に
実
施
し
ま
す
。

 

　
住
民
の
皆
様
は
、
戸
締
ま
り
な
ど
に
留
意

オ
ウ
ム
特
別
手
配
被
疑
者
に

関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

あれから10年……

私たちは忘れることはできません。

あの「地下鉄サリン事件」を……

す
る
と
と
も
に
、
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、
当

署
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
！

﹁
年
末
・
年
始
特
別
警
戒
取
締
り
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
を
実
施
し
ま
す
！
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「広報やまなし１月号」は、

12 月 22 日(木)
の発行を予定しています。

問

【編集後記】

※上記以外については、直接施設へお問い合わせください。

◆タウンミーティングで各地にお

じゃましています。私にとっては、

初めて訪れる地域もあり、また、こ

れまでこのような機会に立ち会う

こともなかったので、毎回が新鮮

です。ときには、聞きなれない地名

に戸惑うことも……(^ ^;

　現在、各地区の懇談会でいただ

いたご意見をまとめています(これ

がけっこう大変)。来月号では、み

なさんに紹介できると思いますの

で、もう少しお待ちください。（根）

◆今月号は、報告事項が重なって広

報誌が今までにないボリュームに。

ページ数が多くて読みにくいという

声も届いていますが、市で取り組ん

でいる事業などを市民の皆様にお伝

えするのが広報誌の役目です。少し

でも読みやすいよう誌面づくりに努

力していきますので、１月かけて

じっくり読んでください。そして、

感想や要望、また地域の話題など提

供していただけると非常に助かりま

す。「市民が主役のまちづくり」は、

広報誌にとっても同じ、みなさんと

一緒にいい広報誌が作れたらいいな

と思っています。来年もぜひ、お付

き合いください。

　あっという間に寒くなってしま

いました。寒いのは苦手です。この

季節になると、コタツの中でのび

ている猫がうらやましくなります。

私も猫になりたい……。（久）
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情

報

や

ま

な

し

◆
市
役
所 

☎
22
ー
１
１
１
１
　
◆
牧
丘
支
所 

☎
35
ー
３
１
１
１
　
◆
三
富
支
所 

☎
39
ー
２
１
２
１

お知らせ
その他一般

社会体育施設だより

【12 月のカレンダー】

◆の日は、海洋センターが休館です。22 日〜 25 日(施設点検整備のため)

27 日は振替休日です。※詳細は、各施設へお問い合わせください。

成人式を迎える皆さんへ

　市では、成人となる

皆さんの前途を祝福

するため、成人式を

開催します。

日　時　平成 18 年１月８日(日)

受　付　午前 10 時〜 10 時 20 分

式　典　午前10時30分〜11時30

分

場　所　山梨市民会館ホール

該当者　昭和60年４月２日〜61年

４月１日までの出生者

問い合わせ　生涯学習課生涯学習

担当(市民会館内)　☎ 22-9611

見舞金請求について

〜平成17年度　山梨市交通･

火災災害共済制度〜

　『交通災害』とは、道路走行中に発

生した人身事故などの災害です。治

療を受けた日数により 7 段階の見舞

金がもらえます。

　見舞金を請求するには、次の３つ

の条件が必要です。

1 負傷者は制度に加入している市民

であること

2 道路上で発生した事故であること

（事故証明書または第三者の現認証が

必要です）

3 事故発生の日から一年以内に請求

すること

　『火災災害』とは、会員が現に居住

する建物の火災による被災世帯に見

舞金を支給します。消防署発行の罹

災証明書が必要になります。

　請求書、診断書は市が指定する用

紙となりますので、まずは電話など

でお問い合わせください。

　詳しくは、3月加入募集時にお配り

したチラシをご覧ください。

※ 年度途中加入もできますが、会費

は１人年額 500 円です。加入を希望

する場合は、窓口へお越しください。

問い合わせ　市民課国民年金担当

（内線 144、145）または各支所住民

生活課市民担当

平成 17 年工業統計調査に

ご協力を

　経済産業省では、平成 17 年 12 月

31日現在で工業統計調査を実施しま

す。

　この調査は、１年間の生産活動に

伴う製造品出荷額、原材料使用額な

どから、工業の実態を明らかにし、工

業に関する施策の基礎資料を得るこ

とを目的とする重要な調査です。　

　製造業を営む事業所を対象に統計

調査員が12月下旬〜１月中旬にかけ

て伺いますので、お忙しい時期とは

存じますが、調査にご協力をお願い

します。

問い合わせ　商工労政課統計資料担

当　☎ 22-3111

白抜きの日＝全施設休館

＜夜間照明施設の利用について＞

　平成17年12月から平成18年３月まで夜間照明施設を利用する場合は、

市民総合体育館へ来館し、直接申請をしてください。各施設での利用者会

議(抽選会)は、12 月から３月の間はありませんのでご注意ください。

　※電話での申し込みはできません。

問い合わせ　山梨市社会体育課体育施設担当（市民総合体育館内）

☎ 22-5600(休館日除く)

＜屋内温泉プール各種教室のご案内＞

■水中での歩行・水中運動の教室

　ウォーキング・アクアビクス教室(昼・夜)

　(だれでも参加可)　

　火・金　午後２時〜３時　水中ウォーキングを中心

　　　　　午後７時 30 分〜８時 30 分　水中運動

■泳ぎの教室

　ワンポイント・アドバイス教室（昼・夜）

　　　(18 歳以上ならだれでも参加可)

　木 午後２時〜３時

　　　午後７時 30 分〜８時 30 分

　　　泳ぎのワンポイントアドバイス　

　クロール教室(だれでも参加可)　

　木　午後７時〜７時 30 分

　　　クロールのレッスン

問い合わせ　山梨市屋内温水プール

　　☎ 23-5211(休館日除く)

開催日は、ウォーキングアクア

ビクス＝ WA　泳ぎの教室＝ SW

で下のカレンダーに掲載してい

ます。

市営温泉

新年特別営業のお知らせ

■花かげの湯(☎ 35-4126)

■鼓川温泉(☎ 35-4611)

　１月２日(月)〜３日(火)

　午前 11 時〜午後６時

■山梨ちどり温泉(☎ 22-9616)

　１月２日(月)〜３日(火)

　午前９時〜午後４時

　（受付終了：午後３時）

　※１月４日は休業です。

〜余裕を持ってお出かけください〜



相　談

●中・高年齢者職業相談

中・高年齢者の就職と雇用等の相談

とあっせん　日時　月〜金曜日（祝

日除く）午前８時 30 分〜午後５時　

場所　夢わーく山梨３階高齢者職業

相談室　(問)夢わーく山梨　☎ 22-

3111

●教育相談

日時　毎週木曜日　午前10時〜午後

４時　場所　生涯学習課(市民会館内)

☎22-9611　牧丘教育事務所　☎35-

3612　三富教育事務所　☎ 39-2121

（内線326）　※幼児教育相談はつつじ

幼稚園　☎ 22-0244

●家庭児童相談

児童の養育に関する家庭問題　日時・

場所　月・水・金曜日　山梨市役所／

火・水・木曜日　牧丘支所　いずれも

午前９時〜午後４時　(問)福祉事務所

児童福祉担当（内線 162）

●結婚相談

日時　12月17日(土)　午後２時〜６

時　場所　市民会館３階　控室

(問)生涯学習課生涯学習担当(市民会

館内)　☎ 22-9611

● 行政相談

国・県・市・公団などの仕事について

の苦情や要望等の相談

◆ 12 月 16 日（金）午後 1 時〜 4 時

夢わーく山梨（問）総務課行政防災防

犯担当　☎ 22-1111（内線 227）

◆ 12 月 20 日（火）午後 1 時〜 3 時

牧丘支所応接室（問）牧丘支所総務課

☎ 35-3111（内線 134）

◆ 12 月２日（金）午後 1 時〜 3 時

三富基幹集落センター（問）三富支所

総務課　☎ 39-2121（内線 322）

※お住まいの地域に関係なく、都合の

つく日をご利用ください。

●社会保険出張相談

健康保険および厚生年金・国民年金に

関する相談　日時　12月15日（木）午

前９時 30 分〜午後４時（正午〜午後

１時は休み）　場所　夢わーく山梨　

(問)甲府社会保険事務所(甲府市塩部1-

3-12)　☎ 055-252-1431（代）

●若年者仕事相談

日時　第１〜第４火曜日　午後６時〜

９時　場所　夢わーく山梨２階相談室

※事前予約必要　(問)商工労政課商工

労政担当　☎ 22-3111

　法務省と全国人権擁護委員連合会では、12 月４日か

ら10日までの一週間を「第57回人権週間」と定め、「育

てよう一人一人の人権意識〜思いやりの心・かけがえの

ない命を大切に〜」を重点目標に人権思想の啓発活動を

展開します。

　これを機会に、お互いに次の事項をもう一度考えてみ

ましょう。

●女性の地位を高めよう　●子どもの人権を守ろう　

●高齢者を大切にする心を育てよう　●障害のある人の

完全参加と平等を実現しよう　●部落差別をなくそう　

●外国人の人権を尊重しよう　●ＨＩＶ感染者やハンセ

ン病患者などに対する偏見をなくそう　●刑を終えて出

所した人に対する偏見をなくそう　●犯罪被害者とその

家族の人権に配慮しよう　●インターネットを悪用した

人権侵害は止めよう　●性的指向を理由とする差別をな

くそう　●ホームレスに対する偏見をなくそう　

●性同一性障害を理由とする差別をなくそう

●市社会福祉協議会各種相談

◆無料法律相談　

日時　12 月 13 日（火）午前 10 時〜

午後３時　※１件 40 分、５日前まで

に電話予約必要　場所　山梨市社会福

祉協議会本所相談室

◆心配ごと相談・ボランティア相談

日時　月〜金曜日（祝日除く）午前９

時〜午後４時　※心配事相談は事前予

約必要　場所　山梨市社会福祉協議会

本所相談室　(問)山梨市社会福祉協議

会　☎ 22-8755

●パソコン困りごと相談室

インターネット体験・困りごと相談な

ど　相談料　無料　日時　12 月３・

10・17・24日（土）　受付時間　午後

１時〜４時　場所　市民会館４階Ｃ会

議室　(問)生涯学習課生涯学習担当(市

民会館内)　☎ 22-9611

●不動産無料相談

不動産に関する相談全般　相談料　無

料　日時12月20日（火）受付時間　

午前 10 時〜午後３時（正午〜午後１

時は休み）　場所　(社)山梨県宅地建物

取引業協会峡東支部事務所（市民体育

館東側　山梨法人会館内）(問)同協会

峡東支部　☎ 23-1481

＜特設人権相談所を開設します＞

　山梨人権擁護委員協議会と甲府地方法務局では「特設人

権相談所」を開設します。

■日　時　12 月８日（木）午前 10 時〜午後３時　

■場　所　山梨市民会館　

■相談員　人権擁護委員・法務局職員　

■相談内容　

　ア、親子、夫婦、扶養、相続、登記、供託、戸籍、借地

　　借家、名誉、信用、差別、私的制裁、騒音、悪臭など

　　についての悩みごと　

　イ、配偶者からの暴力、ストーカー、児童・高齢者虐待、

　　セクシャルハラスメントに関すること　

　ウ、児童・生徒のいじめ問題、体罰の問題　

　エ、その他、人権に関することで、どこへ相談してよい

　　かわからないなどで困っている場合

　※相談は無料で秘密は堅く守られます。

(問)　福祉事務所社会福祉担当(内線 164)

12月４日〜10日は人権週間です
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「平和・環境を考える集い」

　今年は、戦後60年という節目の

年です。平和について子どもたち

といっしょに考えませんか。

日　時　12月10日(土)午後１時〜

４時　場　所　夢わーく山梨(勤労

者福祉センター)３階　大集会室　

内　容　< 第１部 >　講演会「私の

戦争体験」　<第２部>　映画会「か

んからさんしん」(沖縄で少女が戦

争から家族を守るお話)　<第３部>

紙芝居　他　「平和」「環境」に関す

るパネル展示も行います　

参加費　無料　問い合わせ　山梨

県教職員組合東山梨支部事務局

(東山梨教育会館内)　☎ 33-2635

平成18年1月1日（日）元旦

『・・New　Year　Festival・・

　　HAPPY!!　初日の出』

　平成 18 年 1 月 1 日（日）元旦に

「･･New　Year　Festival･・HAPPY!!

　初日の出」を開催します。

　当日は、甘酒の無料配布、ご来光

に併せて市民吹奏楽団の演奏もあ

ります。

　また、フルーツセンターの足湯・

赤松の湯「ぷくぷく」の露天風呂に

浸かりながら、平成18年の「初日

の出」を楽しみましょう。

日　時　平成 18 年 1 月 1 日(日)　

午前６時30分〜７時30分(雨天中

止)

場　所　笛吹川フルーツ公園最上

段フルーツセンター前広場　

問い合わせ　観光課観光企画担当

☎ 39-2121(内線 313、314)

　講座・教室

クリスマスから新春を彩る「コンテナガーデニング」の

お誘い

　　　　　　　

ワクワクする季節が近づいて来ました。

クリスマス＆お正月……楽しい季節を花で演出して

みませんか。

日　時　12 月 17 日(土)午後２時〜　（受付１時 30 分〜）

場 　所　夢わーく山梨(働く婦人の家)前庭(雨天時は働く婦人の家駐車場)　

参加料　(花代)2,500 円(当日徴収)　

定　員　30 名　講　師　ガーデン甲斐　鶴田五郎先生

ひ と

イキイキ働く女性・男性の講座　

〜スポンジから作るクリスマスケーキ！〜

今年もクリスマスケーキ作りをしませんか。

基礎のスポンジ作りからチャレンジします。ぜひご参加ください。

日時および定員　12 月 18 日(日)　午前 10 時・11 時・午後１時 30 分・

２時 30 分の４回　各６名ずつ計 24 名

場　所　夢わーく山梨(働く婦人の家)料理実習室　

参加料　2,000 円（材料費と箱代・当日徴収）　

講　師　西室順子先生　ケーキ　スポンジクリスマススケーキ

夢わーく山梨の教室・講座

申込・問い合わせ　夢わーく山梨（働く婦人の家）☎ 22-3111

＊ 12 月５日(月)から電話受付開始

(土･日を除く平日８時 30 分〜５時 15 分) 定員になり次第締め切ります。

新山梨市誕生記念　「除夜の

花火」の実施について

　山梨市を楽しむ市民の会では、

今年も大晦日の恒例行事となった

「除夜の花火」を開催します。

来る新年への抱負と新たな出発の

思いを込めて、花火を打ち上げま

す。冬の澄んだ夜空に上がる花火

をながめて、すばらしい新年を迎

えましょう。

◆◆メッセージを募集します◆◆

　108 発の除夜の花火に思い思い

のメッセージを乗せ打ち上げてみ

ませんか？

　打ち上げの際、会場で読み上げ

るほか、イベント広告にもメッ

セージが載ります。

問い合わせ　山梨市を楽しむ市民

の会事務局　風間聖彦

☎ 090-4957-7244　または

観光課観光企画担当

☎ 39-2121(内線 313、314)

< 花火一発 >

個人 8,800 円　

企業 10,000 円　

　募　集

小惑星探査機と運搬用ロケッ

トの模型を展示します

　12 月 10 日に開催される科学講

演会では、宇宙空港研究開発機構・

宇宙センター長の的川泰宣さんを

講師にお招きします。

　この講演会に合わせて市教育委員

会では、日本の宇宙科学の最先端で

活躍する小惑星探査機と探査機を惑

星まで運ぶ運搬用ロケットの模型

（実物の 1/10）を展示します。

展示期間　12月８日(木)〜15日(木)

　(12 日(月)を除く。

 時間はいずれも午前

９時〜午後４時)

展示場所　

市民会館２階展示室

問い合わせ　学校教育課

庶務担当　☎ 22-5355
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＊環境センターへのごみの持込み

　　平日……午前９時〜午後 4 時　　土曜日……午後１時〜午後４時

　　日曜日、祝日……休業　　　　　年末最終日……30 日(金)午前９時〜正午

　　　　年末(特に 12 月 24 日以降)は非常に混み合います。

　　　　早めに持ち込んでください。

　　　　1 月は、4 日(水)から持ち込めます。

＊リサイクルステーション

　　最終利用日……12 月 30 日(金)午前中までです。

　　利用開始日……1 月 5 日(木)午後からです。

　　　　開始日までの間、リサイクルステーションにカギをかけますので、

　　　　持ち込まないでください。

平成18年度保育所・保育園入所(園)申込を受け付けます
　　【受付期間】　12 月 13 日(火)〜平成 18 年 1 月 13 日(金)

　（月〜金：午前８時 30 分〜午後５時 15 分、土：午前８時 30 分〜午後０時 30 分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊日曜、祝日、12 月 29 日〜１月３日を除く

入所(園)説明会は、各保育所(園)で

12 月 13 日(火)午後３時から

　　　　　　　　　　　行います。

■市内保育所・保育園一覧

■他市町村の保育所(園)への申し込み　

　勤務先などの都合により、他市町村の保育所(園)へ入

所(園)する場合は、事前に希望する保育所(園)の了解を

得てから、市役所福祉事務所児童福祉担当へ申し込んで

ください。

■問い合わせ　

　各保育所(園)または

　　福祉事務所児童福祉担当(内線 162、163)　

　　牧丘支所住民生活課福祉担当(内線 143)

　　三富支所住民生活課福祉担当(内線 316)

  保育所(園)名
 区分
 　  所　在　地
     ☎

後屋敷保育所
 市立
 三ヶ所317-1
 22-0651

岩手保育所
 市立
 東1693
 22-0872

山梨保育所
 市立
 落合43-1
 22-2044

市川保育所
 市立
 市川1657
 22-0068

八日市場保育所
 市立
 小原東238-1
 22-2330

八幡保育所
 市立
 北977
 22-9138

窪平保育所
 市立
 牧丘町窪平527
 35-3580

倉科保育所
 市立
 牧丘町倉科6105
 35-3581

西保保育所
 市立
 牧丘町西保中1943
 35-3576

三富保育所
 市立
 三富下荻原120
 39-2034

日下部保育園
 私立
 小原西389-7
 22-1676

光明保育園
 私立
 上神内川945
 23-1231

加納岩保育園
 私立
 下神内川522
 22-2589

まこと保育園
 私立
 一町田中1166
 22-9170

日川保育園
 私立
 中村73
 22-0788

よい子保育園
 私立
 牧丘町窪平1166
 35-2235

　市では、平成18年度の保育所・保育園入所(園)申込を

次の日程で受け付けます。平成 18 年 4 月から新たに入

所(園)を希望するご家庭は、申込書に関係書類を添えて、

期日までに各保育所(園)で手続きをしてください。

■申込対象　

　①両親が働いている家庭　

　②母親の出産や親が病気などにかかっている家庭　

　③親が病人の看護などをする家庭

　④その他、児童の保育が難しいと認められる家庭

■申込方法　

　各保育所(園)に用意してある申込書に必要事項を記入

の上、希望する保育所(園)に所得を証明する書類(源泉徴

収票、確定申告書の写し、住民税決定証明書など)を添

付して提出。

※ 申込順に受付を行い、内容審査の上、入所(園)を決定

します。申込時点で第１希望の保育所(園)が定員を超え

ている場合は、第２または第３希望の保育所(園)に決定

する場合があります。

■施設見学　

　希望者は事前に保育所(園)へ電話で連絡をしてくださ

い。見学は随時受け付けています。

■保育料　

　保育料は所得に応じて保育料徴収基準額表により、5

月上旬に決定します。市では、保護者の負担を軽減する

ため、国の基準より安い保育料を設定しています。

問い合わせ　環境センター　☎ 23-1555
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　市と市教育委員会では、山梨県立大学

と山梨消防署のご協力を得て、子育て支

援講座を開催します。

　講座開催中は、保育サポート「どんぐ

り」による託児ルームを開設しますの

で、ご利用ください（受講申込み時に予

約が必要です）。

■日時・内容

　　

　※全日程とも、受付は 10 時、講座は 10 時 20 分〜 11 時 30 分

■場　所　　山梨市民会館

■対象者　　市在住の親子30組(託児は定員20名)。４回通して参加で

きる方。

■申込期日　12 月１日(木)〜 15 日(木)　※定員になり次第締切

■共　催　　保育サポート「どんぐり」

■協　力　　山梨県立大学・山梨消防署

■申込・問い合わせ　生涯学習課生涯学習担当(市民会館内)☎22-9611

◆ボランティア募集◆

　保育サポート「どんぐり」では地域でお子さんたちを見守っていただ

けるボランティアを募集しています。

　今回は、上記の日程でスタッフと共に子どもたちとふれあっていただ

ける方を募集します。

■申込・問い合わせ　

　　　　　　　「どんぐり」事務局　飯嶋　☎ 090-2555-4540

子育て支援講座

　「心をつなぐ　

　　　親子ふれあい教室」受講生募集こども
育児講演会を開催します

　子どもの心を育むための対応や

親子のコミュニケーションなど、

日頃の育児を振り返る機会として、

ぜひご参加ください。

日　時　12月9日（金）午前10時

〜11時30分（9時30分より受付）

場　所　夢わーく山梨　３階大集

会室　

対　象　乳幼児を子育て中の親　

　　※事前申込が必要です※

申込・問い合わせ　保健課保健指

導担当(内線 414 〜 416)

「つどいの広場」オープン！

〜育児用品のリサイクルに

　　　　　　ご協力ください〜

　市では、平成 18 年１月より乳幼

児の親子が気軽に集まり、交流でき

る「つどいの広場」を新設します。

　この広場の開設にあたり、皆様の

ご家庭で、まだまだ使える乳幼児向

けのおもちゃや絵本などの育児用品

がありましたら、ご提供ください。

問い合わせ・受付先　少子対策課

子育て推進担当(内線 152、153)

※「つどいの広場」開所の詳細につい

ては、次回広報１月号にてお知らせし

ます。

＊し尿のくみ取り

　最終処理日…12 月 30 日(金)正午までです。

　くみ取りを 1 月に回せる家庭は、回していただくようご協力ください。

＊可燃物・不燃物の収集

　< 可燃物 >

　　最終収集 北部(日下部・八幡・後屋敷・岩手) --------- 12 月 29 日(木)

南部(加納岩・山梨・日川) ---------------------- 12 月 30 日(金)

　　収集開始 1 月 4 日(水)の南部からです。

　< 不燃物収集 >

　　ごみ収集カレンダーのとおりです。１月は、4 日(水)八幡地区の

　　ビン・セトモノ・ガラス類から収集を行います。

　　ごみ停留場への持込み時間は、午前 8 時までです。
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【地区別健康診査・相談など】
■持ち物　母子健康手帳、健診票(健康診査時のみ)

■問い合わせ　市役所保健課保健指導担当(内線 414 〜 416)　牧丘支所住民生活課保健環境担当

　(内線 141、145)　三富支所住民生活課保健環境担当(内線 315、317)

※受付時間は、厳守してください。

※今月の該当以外のお子さんでも、まだ済んでいない方は、出席してください。

麻しん・風しん予防接種のおすすめ
　予防接種法の改正により平成18年４月から定期の

予防接種として公費で接種できる年齢が１歳以上２歳

未満となります。（平成18年４月以降は、２歳を過ぎ

ると受けられません。）

　まだ接種がお済みでないお子さんについては、かか

りつけの医師と相談のうえ、早めに受けられますよう

お勧めします。

　いずれも、7 歳 6 か月になる前日までに受けてくだ

さい。（７歳６か月になると受けられません。）

問い合わせ　保健課保健指導担当　(内線 414 〜 416)



35　2005.12　広報やまなし

　指先から１滴の血液をとり、顕微鏡を透してテレビモ

ニターに映し出します。生きた状態の赤血球、白血球、血

小板などのようすや、乾燥させた血液で活性酸素の状態

がわかります。

■講師　

　東京医科歯科大学大学院助教授　志村則夫先生

■場所

　山梨三富基幹集落センター内　健康相談室　　

■予約・問い合わせ　

　三富支所住民生活課保健環境担当（内線 316、317）

　※定員になり次第受付終了させていただきます。
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保健・福祉

◆◇◆人間ドック申込受付（12 月）◆◇◆

■人間ドックの受診期間

　平成 18 年１月１日〜平成 18 年２月 28 日まで。

　申し込み時に希望月日を指定してください。

■対象者

　市税完納者で、次のいずれかに該当する人。

　①山梨市国民健康保険加入者で、昭和 11 年４月２

　日〜昭和 46 年４月１日に生まれた人

　②他の健康保険加入者は、下記の期間に生まれた人。

■負担金

　一般健診　男性 7,000 円　女性 8,000 円

　特別健診　(40歳・50歳・60歳の人で希望される人)

　　　男性 7,500 円･･･一般検診＋歯周疾患検診

　　　女性 9,000 円･･･一般検診＋骨粗しょう症検診

　　　　　　　　　　＋歯周疾患検診

■健診機関

　加納岩総合病院、山梨厚生病院、JA 山梨厚生連、

　塩山市民病院、牧丘病院、石和温泉病院

■申込方法

　本人または家族による直接申し込みとします。

　(電話・友人などは不可)

■持参するもの　保険証

■問い合わせ　　市役所保健課保健企画担当または

各支所住民生活課保健環境担当

※残り受付定員がいっぱいになり次第、受付を終了させて

いただきます。

※山梨地域は、午前８時から職員が整理券を配付します。

※この事業は、旧市町村単位で実施しています。他の地域で

の申し込みはできませんので、ご注意ください。

●市役所保健課 (内線412 〜 416)　

●牧丘支所住民生活課 (内線 141、145)　

●三富支所住民生活課 (内線 316、317)

◆◇◆血液サラサラ体験教室　　　　

　　　　　予約受付(１月分)◆◇◆

◆◇◆老人健康教室および

　　　　　老人医療費受給者証交付◆◇◆

■日　時　12 月 26 日(月)午前９時 30 分〜 10 時

■場　所　山梨市保健センター

■対象者　昭和13年１月１日〜１月31日、昭和10年

12月２日〜昭和11年１月１日生まれの方。該当者には、

通知します。

■問い合わせ　

市民課国民健康保険担当(内線 146、148)

牧丘支所住民生活課市民担当(内線 145、146)

三富支所住民生活課市民担当(内線 316、317)

◆◇◆山梨県心身障害者自動車

　燃料費助成事業のお知らせ◆◇◆
　山梨県では、心身障害者に対する自動車

燃料費の助成事業を行っています。

　助成対象期間・燃料は、平成17年１月１日〜12月31日

までに税の減免を受けた自動車または軽自動車で消費する

ために購入した燃料です。

　
　　問い合わせ　山梨県峡東地域振興局健康福祉部

　　　　　　　障害・家庭福祉課　☎ 055-262-1936

助成対象者・請求書受付期間など詳細については、

広報１月号(12 月 22 日発行)でお知らせします。



各種情報は、こちらからご覧ください☞




